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国立西洋美術館の概要 

１．目的 

国立西洋美術館は，昭和３４年，東京・上野公園の一角にフランス政府から寄贈返還された松方コレクシ

ョン（印象派の絵画及びロダンの彫刻を中心とするフランス美術コレクション）を基礎に，西洋美術作品を

広く公衆の観覧に供するとともに，西洋美術を専門的に調査研究する機関として開館した。 
以来，これまで広く西洋美術全般を対象とする唯一の国立の美術館として，展覧事業のみならず，西洋美

術に関する作品及び資料の収集・保存，調査研究，教育普及，出版物の刊行等を行ってきた。 
当館の目的は，現在及び将来においてできる限り効果的に西洋美術に関する作品を収集・展示し，また，

幅広い人々に作品への理解と楽しみが深められるように，コレクションを管理かつ拡充・保存し，美術情報，

美術館教育の調査研究に努めることである。  
 

２．土地・建物 

      建 面 積          ３，６３６㎡ 

      延べ面積        １７，３６９㎡ 

      展示面積          ４，４２０㎡ 

      収蔵庫面積        １，０９７㎡ 

３．定員                      ３１人 

４．予算   1，１３２，７８１，０００円 
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ⅠⅠ  業業務務運運営営のの効効率率化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置  

中期計画 

１ 職員の意識改革を図るとともに，収蔵品の安全性の確保及び入館者へのサービスの向上を考慮しつつ，運営費交

付金を充当して行う事業については，国において実施されている行政コストの効率化を踏まえ，業務の効率化を進

め，中期目標の期間中，毎事業年度につき新規に追加される業務，拡充業務分等を除き１％の業務の効率化を図る。

 (1) 各美術館の共通的な事務の一元化による業務の効率化 

 (2) 省エネルギー，廃棄物減量化，リサイクルの推進，ペーパレス化の推進 

 (3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用するなど施設の有効利用の推進 

 (4) 外部委託の推進 

 (5) 事務のＯＡ化の推進 

 (6) 連絡システムの構築等による事務の効率化 

 (7) 積極的な一般競争入札を導入 

２  外部有識者も含めた事業評価の在り方について適宜，検討を行いつつ，年１回程度事業評価を実施し，その結果

は組織，事務，事業等の改善に反映させる。また，研修等を通じて職員の理解促進，意識や取り組みの改善を図っ

ていく。 

 

○実  績 

１．業務の一元化 

 ①情報公開制度の共通的な事務を一元化し，本部を中心とした文書管理システムを稼動 

 ②人事記録，給与計算等の人事事務，収入，支出，保険契約等の会計事務及び保険請求事務等共済事務で各館

で行っていたもののうち，共通的な事務を本部へ一元化し，業務の効率化を図っている。 

２．省エネルギー等（リサイクル） 

  （１）光熱水量 

節水，節電による省エネルギーについての文書を職員へ回覧し，意識の啓発を図るなどして省エネルギー化に

努めた。 

ア．電気 使用量 5,434,917kwh（昨年度比100.76％） 料金74,930,220円（昨年度比100.65％） 

イ．水道 使用量    24,502 m３（昨年度比  93.39％） 料金14,752,595円（昨年度比 93.10％） 

ウ．ガス 使用量   625,536 m３（昨年度比  93.78％） 料金32,149,770円（昨年度比103.10％） 

（２）廃棄物処理量 

コピー機の周辺に両面コピーを促す表示を行い廃棄物の減量化に努力している他，ＬＡＮの活用によるペーパ

レス化に努めた。 

ア．一般廃棄物 18,620 kg（昨年度比  95.51％）料金 345,210円（昨年度比  95.51％） 

イ．産業廃棄物 10,625 kg（昨年度比 109.31％）料金 295,477円（昨年度比 109.31％） 

 

 （３）その他 古紙の再利用によるリサイクル，ＯＡ機器のトナーカートリッジリサイクルによる再生使用 

３．施設の有効利用 

   講堂等の積極的な利用を推進し，展覧会に関する講演会，レクチャーの他，外部団体の見学会，研修会，会

議等への有効利用を図った。 

講堂等の利用率  ３０．７％ （１１２日／３６５日） 

講演会                  １４日 

スライドトーク等             １７日 

ワークショップ              ２４日 

音楽プログラム（コンサート，上映会含む） １１日 

先生のための鑑賞プログラム         ３日 

研修会，見学会，内覧会，協議会等      ４３日 

４．外部委託 

    平成１７年度も下記の外部委託を行い，業務の効率化を図った。今後も各業務の見直しを行い，外部委託の

可能なものの検討を進めていく。 
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１ 会場管理業務  ７ 広報物等発送業務          13 ホームページ改訂・更新業務 

２ 設備管理業務  ８ 美術館情報システム等運用支援業務 

３ 清掃業務    ９ 収入金等集配金業務 

４ 保安警備業務  10 レストラン業務 

５ 機械警備業務  11 ミュージアムショップ業務 

６ 情報案内業務  12 ホームページサーバ運用管理業務 

５．ＯＡ化 

  館内ＬＡＮの整備状況 

全館内にＬＡＮが整備されており，館内ＬＡＮシステムの活用による職員への連絡業務効率化，ペーパ

レス化を推進し，共通情報の各種ファイルを共有化することによって事務の省力化を図っている。また，

収入，支出，財産管理等企業会計を効率的に処理するための会計情報システムを導入し，各種伝票作成時に

帳簿類へ自動記帳化を図るなど，事務処理の正確・迅速化及び，省力化が成されるよう努めている。 

  紙の使用量  556,500枚（昨年度比96.36％） 

Ａ４ 512,500枚 

Ａ３  24,000枚 

Ｂ４  10,000枚 

Ｂ５  10,000枚 

６．一般競争入札 

   代替性の無い，貴重な文化遺産である西洋美術作品を所蔵しているため，保安上の観点から会場管理業務，清

掃業務については指名競争入札を実施している。また，複数の業者から見積書を徴収するなどして市場調査を行

い，コストに対する意識を高め，経費の削減に努めている。 

  一般競争入札件数２件（総契約件数８２件） 

   １ 国立西洋美術館設備総合管理業務 

   ２ 国立西洋美術館設備総合保全業務 

７．評議員会 

（１）評議員会 

①開催回数  １回 

②議事内容 

第６回評議員会 平成１７年７月１９日（火）１１：００～１３：３０ 

（１）平成１６年度事業報告について 

（２）平成１７年度事業計画について 

（３）展覧会計画 

（４）その他 

 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

平成１７年度も，来館者サービスの向上を考慮しつつ業務運営の一元化，省エネルギー化を図り，昨年度に引き続

き事業全般において効率化の達成に努めた。 

業務効率化では，独立行政法人化に伴う積極的な外部資金獲得の必要性を職員に認識させ，申請率・採択率の向上

を図るための方策の一環として科学研究費補助金説明会を開催した。また，新たに外部の建築家・デザイナー等（阪

田誠造氏，藤木忠義氏，横田重雄氏）が参画する「ＳＤ（スペース・デザイン）諮問委員会」を設置し，美術館の建

築・デザインに関する全般について様々な検討を続けているところである。 

施設利用の面では，外部団体への会議室や講堂の貸し付け，様々な鑑賞会・研修会，海外機関からの視察訪問等を

受入れたほか，地域の養護学校及び社会福祉団体の事業に協力し観覧料金の減免を行うなど，幅広い要望に応えるよ

う努め，施設の有効利用を推進した。 

国立西洋美術館では職員の研修にも力を入れており，昨年度に引き続き放送大学受講，英会話研修，パソコン講習，

救命講習等の各種研修を積極的に活用している。また，職員・看手を対象とした展覧会レクチャーを企画展ごとに行

っているほか，より魅力ある展示を目指すため，館長，職員，ディスプレイ設営業者が参加し，会場設営物のデザイ
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ンについて展示会場内で自由な意見交換も行った。さらに平成１７年度は英語ライティング講習を新たに開始するな

ど，研修等を通じての理解促進，意識や取り組みへの改善に努力し，資質の向上及び組織の活性化を図っている。

省エネルギーの数値においては昨年度同様に効率化に努め，夏場のノーネクタイなどの軽装での執務（COOL BIZ），

冬場の適正な暖房温度の設定（WARM BIZ）及び不要な照明や使用していないＯＡ機器の電源を切るなど節約に努め，

省エネルギーに取り組んだ。また，文書の回覧化，共有化，一元化を推進したことで，紙の使用量については昨年度

と比較して96.36％に抑えることができた。 

 

【見直し又は改善を要する点】 

 電気，産業廃棄物及び，ガスについては料金が昨年度の実績を若干上回った。増加の要因は，昨年度まで展覧会の

共催者にご負担いただいていた展覧会会期中の光熱水量及び料金の２分の１を，平成１７年度より美術館の負担とし

たこと，また，原油高による料金単価値上げの影響と考える。今後のさらなる減量化策の検討が課題である。 

 

【計画を達成するために障害となっている点】 

入館者数や季節の変化によって，光熱水量が増減することとなり，それを正確に把握することは困難である。 
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ⅡⅡ  国国民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すす

るるたためめににととるるべべきき措措置置  

１．収集・保管 

（１）美術作品の収集（購入・寄贈・寄託）の状況 

中期計画 

(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた収蔵品の蓄積を図る観点から，次に掲げる各館の収集方針に沿って，外部

有識者の意見等を踏まえ，適時適切な収集を図る。また，そのための情報収集を行う。 

（国立西洋美術館） 

  中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術の流れの概観が可能となるように，松方コレクションを中心とした近代

フランス美術の充実，近世ヨーロッパ絵画の充実及びヨーロッパ版画の系統的収集を行う。 
 (1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランスの観点から欠けている分野を中心に，寄贈・寄託品の受け入れを推進す

るとともに，その積極的活用を図る。 
 

○方  針 

国立西洋美術館のコレクションは，開館当初からの松方コレクションのフランス近代美術に加え，その後充実を計

ってきた１５－２０世紀の西欧美術が中心である。ルネサンス以降の西洋美術の歴史を概観できるような展示という

課題は，絵画や版画の分野においては，少しずつではあるが着実に達成されてきている。一方，彫刻，工芸，素描な

どは，ロダン彫刻のまとまった収集を除いて未整備であり，未だに一貫性のある収集には至っておらず，これらの分

野の補強と展開が今後の課題である。 

また，絵画の収集については，めりはりのきいた特色ある魅力的なコレクション作りを目指す時期に来ているので

はないかと考える。さらに将来的に，収集範囲を１５世紀以前の古代・中世さらには１９２０－３０年代にまで拡大

されるべきか否かは今後の検討課題の一つであると考える。 

平成１７年度は，長年の懸案事項のひとつであった旧松方コレクションの再構成という課題に対しては，かつての

松方コレクションであるピーテル・ブリューゲル(子)の作品《鳥罠のある風景》を購入することができ，これにより，

１６－１７世紀の北ヨーロッパの風景画の分野が強化された。 

 

○実  績 

１．購入       ２４件 
２．寄贈     ５件 
３．寄託    １３件（平成１８年３月３１日現在の総数） 
４．陳列品購入費    予算額 ２４７，３１６，０００円    決算額 ３４１，５２１，０８１円 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

平成１７年度は絵画７点，版画１７点を購入した。また，絵画２点，素描１点，版画２点の寄贈を受けた。平成１

７年度の最重要作品は，ピーテル・ブリューゲル（子）の《鳥罠のある冬景色》である。これはブリューゲル（父）

の作品に基づく息子の作品で，最もよく知られたフランドル風景画のひとつであるばかりか，旧松方コレクションに

由来する作品である。散逸した旧松方コレクションに関しては，少しずつではあるが当館の研究員による調査が着実

に進んでおり，この度の購入も，その成果であると考える。さらに，平成１４年から寄託を受けている作品であり，

すでに所蔵品展示のなかで展示されていたポール・ランソンの《ジギタリス》を購入した。この作品は，当館の１９

世紀末のナビ派のコレクションの中でも，ことに重要な分野の一つであり，このランソンの優れた作品の購入を通し

て，世界的に見ても当館のナビ派収集が充実したものとなったと考える。 
【見直し又は改善を要する点】 
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彫刻，工芸，素描等の分野の補強と展開，また絵画コレクションにおける特色ある魅力的なコレクション作りを目

指すことは，当館の収集における課題である。このことを踏まえ，今後も中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術

の流れを概観できるようなコレクションの収集に努めてまいりたい。 
また，平成１７年度は購入候補作品の選定が遅れたため，購入委員会の開催が例年より遅れてしまった。より良い

作品を求めての遅延ではあったものの，購入候補作品の選定については，可能な限り迅速な対応をとることを念頭に

進めることとしたい。 

＊添付資料 

①収集した美術作品件数の推移（事業実績統計表 p.１） 

②寄託された美術作品件数の推移（事業実績統計表 p.２）  

③購入・寄贈美術作品の一覧（事業実績統計表 p.４２） 
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（２）保管の状況 

中期計画 

(2)-1 国民共有の貴重な財産である文化財を永く後世へ伝えるとともに，展示等の美術館活動の充実を図る観点か

ら，収蔵品を適切な環境で管理・保存する。また，保存体制の整備・充実を図る。 

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努めるとともに，展示作品の防災対策の推進・充実を図る。 
 

○実  績 

１．温湿度 

    ①展覧会場 

      空調実施時間    ２４時間 

作品への影響を最低限とするため，下記範囲の中で一定の温湿度となるよう努めている。 

   通   期： 温度２０～２２℃  湿度５０～５５％ 

      （夏期のみ： 温度２２～２４℃  湿度５０～５５％） 

※夏期の展示会場内温度については，来館者へ配慮し温度を２度高く設定している。 

    ②収蔵庫 

   空調実施時間   ２４時間 

   温度２０～２２℃  湿度５０～５５％ 

２．照明 

     器具： 蛍光灯（紫外線カット），スポットライト（紫外線・赤外線カットフィルター） 

照度： 紙作品などの光に弱いもの  ５０ルクス以下 

     それ以外の作品      ２００ルクス以下 

３．空気汚染 

①館内数十個所において空気汚染調査を継続的に行っている。また，各種工事後には必ず空気測定を行い，発生

した有害物質が無くなったことを確認後に作品を展示している。 
４．防災 

①監視 

火災総合受信盤及び監視カメラによる監視。（中央監視室・総合受付） 

館全体には，非常放送設備による放送，非常通報設備による行政機関への連絡。 

有事の際には館職員による自衛消防隊，委託業者による警備員，巡視等が観覧者の避難誘導を行う。 

夜間は機械警備による監視である。 

②消火設備 

展示室：予作動型スプリンクラー設備，屋内消火栓，消火器（強化液・粉末・水バケツ等），排煙設備，非常

放送設備 

収蔵庫：二酸化炭素消火設備，ハロゲン化物消火設備 

③自動火災報知器 

展示室・収蔵庫：煙感知器，熱感知器等 

④防災対策について調査を継続的に実施し，緊急時対応の防災マニュアル（地震，火災，停電）の整備・見直し

をするなど，必要に応じた改善を行っている。 
⑤平成１８年３月２７日（月）に，防災訓練を実施した。上野消防署の協力の元，消防・消火訓練，災害時作品

搬出訓練，避難訓練，応急措置演習，119番通報訓練等を行った。訓練後には職員へ館全体の消火器等の配置

図を周知し，消火活動の際の認識を徹底した。 

５．防犯 

①警備（原則として昼間は有人警備，夜間は機械警備） 

館全体：開館時間中は看視・警備員による巡回警備と立哨警備の併用及び，監視カメラによる警備。 

絵画：美術館システムによる機械警備 ，収蔵庫は随時監視カメラと機械警備の併用。 

②保安対策について調査を継続的に実施し，緊急時対応の防犯マニュアル（作品接触，破壊，盗難）の整備・見

直しをするなど，必要に応じた改善を行った。 
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○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

館内に収蔵されている期間の環境のみならず，館外に貸し出される作品が置かれる環境も管理・記録する目的で，

温湿度データロガーを貸し出し作品に装着しているが，これは同時に借り入れ館に環境の適正な保全・管理を促すこ

とにも良好に寄与していると考える。 

平成１７年度に開催した「ドレスデン国立美術館展－世界の鏡」展では，数多くの新規に制作した展示台・ケース

を使用したが，その準備段階において作品に有害な化学物質の放散が極力少ない材料を慎重に調査・選定し，展示計

画に支障なく用意することができた。 

昨年度より開始した館内への虫類の侵入，及び生息状況の予備調査について，総合的有害生物管理（IPM）の考え

方に則って，引き続き平成１７年度も実施した。特に中庭に面した扉等の開口部付近，および本館一階東側の扉付近

で，夏季にダンゴ虫等の不快害虫が多数捕獲された。これらの生物が中庭および本館東側の植え込み付近に多数生息

していたため，上記の開口部から館内の展示室等への侵入が推測された。そのため，建物内での薬剤の使用を極力避

け，これらの生物の館内での生息数を効果的に減少させるため，不快害虫の殺虫剤を中庭および本館東側の植え込み

内に，また，建物周辺部に忌避剤を散布したことにより，これらの生物の館内への侵入及び館内での生息数が激減し，

その結果，建物内での薬剤の使用を極力避けることで，作品への悪影響も最小限に抑えられたと考える。 

また，平成１７年度は版画素描収蔵庫へ新たに版画素描閲覧室を併設し，常時展示をしていない版画・素描作品に

ついて，外部の研究者・専門家に対し予約制による閲覧を開始した。これにより，版画素描専用収蔵庫の更に機能的

な使用が図られるものと考える。 

平成１７年度は，作品点検調書を９件作成した。これは，新規に購入及び寄贈受入れをした絵画についてのもので

ある。 

（平成１７年度末作品点検調書作成件数：絵画作品３６４点，ブロンズ彫刻作品５４点，工芸作品７点） 

 

【見直し又は改善を要する点】 

展覧会を行う場合に，展示会場の温度，湿度，照明は作品の保全管理および借用先の要求する設定条件に従って厳

密に管理されている。しかし，この環境は来館者にとっては快適と感じられない場合もある。特に夏期の温度設定は

来館者の反応を見つつ至った設定ではあるが，すべての来館者が満足できるとは限らない。そのため，今後も検討を

重ねていくと同時に，借用先に日本の気候条件に対する理解を求め，また来館者に環境条件への理解を求める働きか

けも行っていく必要があると考える。 

また上段の不快害虫の問題に関しては，その生態を考えると，来年度以降も外気温の上昇とともに植え込み内での

生息数の増加が生じ，その結果館内への侵入・生息も再度増加することが懸念される。そのため来年度も引き続き調

査を実施し，その結果をふまえ薬剤散布等の対策を検討する必要がある。 
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（３）修理の状況 

中期計画 

(3)-1 修理，保存処理を要する収蔵品等については，保存科学の専門家等との連携の下，修理，保存処理計画をたて，

各館の修理施設等において以下のとおり実施する。 

① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち，緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修理を実施。 

② 伝統的な修理技術とともに科学的な保存技術を取り入れて実施。 

 (3)-2 国内外の博物館等の修理，保存処理の充実に寄与する。 
 

○実  績 

１．絵画４件，版画１件，彫刻６件，額縁５件 

２．研究交流等 

①「文化財の科学的調査法に関する研究」へ協力（独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所） 

  ②「文化財の防災計画に関する研究会－震災から文化財を守る－」へ参加・発表（独立行政法人文化財研究所東

京文化財研究所） 

３．修理経費  予算額 １７，９７７，０００円    決算額 １７，１０１，９１０円 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

屋内彫刻の免震すべり支承設置について昨年度より調査を始めている。平成１７年度は予算を計上し，屋内彫刻に

地震災害時の安全対策である転倒防止用の金属板を台座に取り付け，地震時にはすべって地震力を弱めて，彫刻や観

覧者に被害を及ぼすことの無い仕組みの実験モデルを製作した。当館内においてタイル上，ゴムタイル上で摩擦係数

を調査する実験を行い，堅い陶磁器のタイル上では摩擦係数は小さすぎる傾向にあり，ゴムタイルでは大きすぎる傾

向にあるが，地震の際に彫刻が転倒する震度５強程度ではゴムタイル上でも彫刻は転倒せずにすべるため，実際の現

場で使用可能なことが判明した。更に機能効率を良くするための追試を行いながら，実際に配備を行うこととした。

この防災免震対策は他の美術・博物館にとって，高価な免震装置を購入するのではなく，安価な地震対策として将来

普及していくことが見込まれる。 
他に，平成１７年度は，「文化財の科学的調査法に関する研究」及び「文化財の防災計画に関する研究会－震災か

ら文化財を守る－」（独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所）へ参加し，研究成果の公開に努めた。 
また，５０年以上が経過している松方コレクションの大型額縁について，修復保存処置を施すことを決定した。当

該額縁は予ねてより損傷が大きく，修復で手を加える必要があったが，既に時代を経たものを大切にする理念を貫く

ことを念頭に，処置を行うこととした。 
【見直し又は改善を要する点】 

当館では，新館１階の展示場内に資料展示のスペースを設けて，平成１０・１１年度に実施した彫刻の免震化

と修復の工程を，写真，実物資料，模型等を使って紹介する「前庭彫刻 免震化と修復」を実施しているところ

であるが，修復事業については今後も研究発表等を積極的に行い，更に広報に努める必要があると考える。 

また，当館彫刻の免震化において，前庭に設置する彫刻については，ロダン作「地獄の門」を始めとして免震

化を施し順次再設置が行われており，そのほとんどが終了しているところである。しかし，当館の前庭は地下の

企画展示館の天井部分に当たるため，建築上，前庭での物理的な強度に耐えうる設置位置の選択肢が限られてき

てしまうという問題があり，完全な前庭彫刻の免震化再設置が実施されるまでには至っていない。残りの前庭彫

刻の免震化については，今後も外部の技術者及び識者の意見を聴きながら設置計画の検討を続けていきたい。 

なお，外部の技術者及び識者との連携・協力は，膨らみつつある保存修復全体の業務負担を分散するためにも，

保存修復の業務水準向上のためにも不可欠なことであり，今後の連携・協力体制についての検討も併せて行って

いく必要がある。 

＊添付資料 

 ① 修理した美術作品の点数（事業実績統計表 p.３） 

 ② 修理した美術作品の一覧（事業実績統計表 p.５７） 
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２．公衆への観覧 

（１）展覧会の状況 

中期計画 

(1)-1 国民のニーズ，学術的動向等を踏まえ，各館において魅力ある質の高い常設展・企画展や企画上映を実施する。

(1)-2 常設展においては，国立美術館の各館の特色を十分に発揮したものとするとともに，最新の研究結果を基に，

美術に関する理解の促進に寄与する展示を実施する。 

(1)-3 企画展等においては，積年の研究成果の発表や時機に合わせた展示を企画し，学術水準の向上に寄与するとと

もに，国民のニーズに対応した展示を実施する。企画展等の開催回数は概ね以下のとおりとする。なお，実施にあ

たっては，国内外の美術館及びその他の関連施設と連携を図るとともに，国際文化交流の推進に配慮する。 

（国立西洋美術館） 

  年３回程度 

(1)-4 展覧会を開催するにあたっては，開催目的，期待する成果，学術的意義を明確にし，専門家等からの意見を聞

くとともに，入館者に対するアンケート調査を実施，そのニーズや満足度を分析し，それらを展覧会に反映させる

ことにより，常に魅力あるものとなるよう努力する。 

(1)-5各館の連携による共同企画展，巡回展等の実施について検討し推進する。 

(1)-6収蔵品の効果的活用，地方における鑑賞機会の充実を図る観点から，全国の公私立美術館等と連携協力して，

地方巡回展を実施する。 
なお，中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の入館者数となるよう努める。 
また，公立文化施設等と連携協力して，収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施する。 

(2) 収蔵品については，その保存状況を勘案しつつ，国内外の美術館・博物館その他これに類する施設に対し，貸与

等を積極的に推進する。 

(3) 入館者数については，各館で行う展覧会ごとに，その開催目的，想定する対象層，実施内容，学術的意義，良好

な観覧環境，広報活動，過去の入館者数の状況等を踏まえて目標を設定し，その達成に努める。 
 

○実    績（総括表） 

１．常設展 
版画展示 ３回（「マックス･クリンガー版画展：《イヴと未来》《ある生涯》《ある愛》」，「《ローマの景

観》：ピラネージのまなざし」，「芸術家とアトリエ」） 
子どもから楽しめる美術展 １回（「Fun with Collection 2005 いろいろメガネ Part1―あなたの見かた教

えてください」） 
２．企画展等 ４回（中期計画記載回数：年３回程度） 
①共催展「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」 
②共催展「ドレスデン国立美術館展－世界の鏡」 
③自主企画展「キアロスクーロ -ルネサンスとバロックの多色木版画 フリッツ・ルフト・コレクションの所蔵

作品による」 
④共催展「ロダンとカリエール」 

３．入館者数 ８２４，３３６人（目標入館者数５９１，０００人） 

４．平成１７年度貸与件数 ４件８点（海外１件１点，国内３件７点） 
５．展覧会開催経費  予算額 ２５６，５７２，０００円    決算額 ２７７，３４１，０００円 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

年間を通じて多くの方々が企画展覧会と常設展示を訪れ，全体としてはバランスのとれたものであったと考え

る。また，平成１７年度は展示の充実以外の面における活動についても推進を図っており，より多くの人に美術

館に親しむ機会を持っていただくことを目標に，地域や観光事業と連携した様々な普及広報事業の実施に努めた。

とりわけ，秋に開催された「キアロスクーロ：ルネサンスとバロックの多色木版画」は，我が国の多色浮世絵木版画

と根本的には同じ技法によって作られたキアロスクーロ木版画を展示することによって西洋美術の独自性を明らか

にすることを目指した展覧会であり，浮世絵という多色木版画の伝統を持つ我が国で行われた意義は少なくなかった

と考える。同時期に近隣の東京国立博物館で浮世絵の展覧会である「北斎展」が開催されたこともあり，展示を熱心
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に鑑賞する来館者の姿が印象的であった。また，年始の開館日である１月２日に，美術館・博物館へ行きやすい環境

作りを目的とした企画「美術館・博物館へ行こう A Day in the Museum」を新たに実施した。ＮＰＯ法人美術フ
ァンクラブ及び東京国立博物館と連携した積極的な広報及び無料観覧等の特別企画により，1月２日の入館者数実績
が以前に比べて増（昨年度比６倍強）となり，当初に目指した「美術館・博物館へ行きやすい環境作り」という目的

に対して着実な成果を得られたと考える。 
【見直し又は改善を要する点】 

 「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール」と「ドレスデン国立美術館展」は共に成功を収めたが，特に後者は出品作品が

絵画・素描等の平面作品だけではなく，彫刻・工芸など多岐にわたる立体作品が展示されたため，やや窮屈な会場構

成になってしまった。出品作品数の制限や展示方法などについて，さらに改善していく必要があると考える。 

＊添付資料 

①入館者数の推移（事業実績統計表 p.４ ） 

②入場料収入の推移（事業実績統計表 p.７ ） 
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「常設展」 

○方  針 

フランスの建築家ル・コルビュジエが設計した本館では，１８世紀以前に活躍した芸術家の絵画・彫刻作品を展示

しており，キリスト教を主題とした多くの宗教画を見ることができ，新館では，１９世紀から２０世紀の作品が展示

されている。また，素描のコレクションには，１８世紀から１９世紀のフランスの芸術家の作品が中心に所蔵され，

版画コレクションには，１５世紀から２０世紀初頭までの主要な西洋版画家の作品が所蔵されており，これら版画・

素描のコレクションは，テーマを設けて定期的に新館の１室で展示を行っている。さらに，彫刻作品として美術館前

庭にロダンの《地獄の門》，《考える人》，《カレーの市民》と，ブールデルの《弓をひくヘラクレス》を展示して

いるほか，館内にはロダンに加え，カルボー，マイヨールの作品も展示している。 

なお，来館者が常設展の質の高い所蔵作品をいつでも鑑賞できるようにという方針と，通年にわたり展示するもの

である西洋美術作品の特性のもと，当館の代表的な所蔵作品は年間を通じて展示され，展示替えは特別な場合を除い

て行われていない。（貸出中の作品の代替として，普段は収蔵庫にしまわれている作品を展示することはある。）ま

た，常設展示における教育普及的配慮から，キャプション等のパネル類の充実が課題と考える。 

平成１７年度においても，引き続き常設展を美術館の核として，中世末期から２０世紀初頭に至る西洋美術の大き

な流れの概観を可能とし，最新の収集・研究成果を広く公開することによって，西洋美術の魅力を伝え，西洋美術へ

の理解をいっそう深めることを目的とした展示方針で臨んだ。 

 

○実  績 

１．開催期間 

平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日（２９４日間） 

「ルネッサンス以降のヨーロッパ近世絵画」，「近・現代絵画と彫刻」 

（平成１８年１月１０日（火）から１月３０日（月）まで，展示替え及び改修工事のため臨時休館） 

    （所蔵品展のみの開催期間 ９０日間） 

 ※下記の展示は常設展と併設 

平成１７年３月８日（火）～５月２９日（日）（７３日間）（平成１７年度は５２日間） 

版画作品展（春）「マックス・クリンガー版画展：《イヴと未来》《ある生涯》《ある愛》」 

平成１７年１０月８日（土）～１２月１１日（日）（５６日間） 

版画作品展（秋）「《ローマの景観》：ピラネージのまなざし」 

平成１８年３月７日（火）～６月４日（日）（７９日間）（平成１７年度は２２日間） 

版画作品展（春）「芸術家とアトリエ」 

平成１７年７月１日（金）～平成１７年１２月２７日（火）（１５５日間） 

「Fun with Collection 2005 いろいろメガネ Part1―あなたの見かた教えてください」 

２．会    場  

前 庭    屋外１階 

本 館    １階～２階 

新 館    １階～２階 

３．出品点数（常設作品点数） 

  前 庭    ６件 

    本 館    ８７件 

  新 館  １０１件 

４．入館者数   ２９５，１７８人（目標入館者数２３０，０００人） 

    うち常設展のみの入館者数１１１，９２８人 

５．入場料金  一般４２０（２１０）円，大学生１３０（７０）円，高校生７０（４０）円，小中学生無料 

         ※（ ）内は２０名以上の団体割引料金。引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料 

※６５歳以上の方は無料 
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※心身の障害者及び，その付添者は無料 

※小中学校の教育活動としての観覧の場合は，引率の教員についても無料 

※毎月第２，第４土曜日及び，文化の日は常設展示無料観覧日 

６．入場料収入（常設展のみの入場料収入の合計２０，６５６，５５０円） 

７．アンケート調査 

①調査期間  平成１８年２月１６日（木）～２月１９日（日）（４日間） 

②調査方法   展覧会鑑賞後のお客様にアンケートの趣旨を説明し，会場内に設けたアンケートコーナーに誘

導して回答のご協力をいただいた。アンケート調査の協力者には，館内喫茶店のドリンク無料サ

ービス券や，次回展覧会の割引券を提供するなどして，何度も美術館に足を運んでもらえるよう

工夫に努めた。 

③アンケート回収数 ３００件 

④アンケート結果 

・大変良い33.7％（101件）・良い53.3％（160件）・まあまあだった9.3％（28件） 

・あまり良くなかった1.7％（5件）・良くなかった0％（0件）・無回答2.0％（6件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

常設展示については，一般の方々からも，専門家の方々からも好意的なご意見を頂き，平成１７年度の目標入

館者数を上回った。 

国立西洋美術館では，前述のとおり常設展を美術館の核として展示をできるだけ変更しないことを原則としてい

る。従って，定期的に展示替えを行う他の美術館とは異なり，展示替えは原則としておこなっていない。他方，最

新の収集・研究成果を広く公開するため，平成１７年度においても版画素描展示室でテーマを決めて版画素描の

展覧会を開催した。１７年春にはクリンガーの代表的な版画作品による「マックス・クリンガー版画展：《イヴと

未来》《ある生涯》《ある愛》」を行った。秋には「《ローマの景観》：ピラネージのまなざし」を開催し，建築家

でもあり考古学者でもあったピラネージによる古代遺跡のある景観を４５点展示した。また，例年は夏に実施をして

きた教育プログラム「Fun with Collection」を見直し，平成１７年度から通年のプログラムとした。平成１７年度

は「いろいろメガネ」として，所蔵品の一部の作品タイトルを隠し，その作品の題名を新たに付けてもらったり，所

蔵品の中から作品を選んでもらい，その作品に対する思いを短い作文にまとめてもらったりする試みを行った。この

ようなプログラムを通じて，所蔵品に親しんでもらうと同時に，作品へのアプローチは必ずしも一つではないという

ことを実感していただけたのではないかと考える。また，１月には常設展の展示スペース及び展示作品点数を増やす

ため，展示場内に新たに壁面を設置する工事を実施しており，常設展のさらなる充実に努めている。  

平成１７年度は常設展でのボランティアスタッフの活用も進展させた。昨年度に引き続きファミリー向け観賞用

教材「びじゅつーる」の貸出担当及び「どようびじゅつ」を実施し，美術に関する理解を深めることに寄与したほ

か，新たに小・中・高校生の団体を対象として，常設展示でのスクール・ギャラリートークを開始した。これは，

子どもたちの思考を刺激し，観察力を育て，自ら考えて言葉を紡ぐことを促す，対話式のトークプログラムであ

る。本プログラムで子どもたちと対話をしたボランティアスタッフは，子どもたちの自主性を尊重し，“作品を

じっくり観る”手助けを行った。 

子どもから大人，さらに研究者や専門家までの幅広い層を対象とした展示がされたことは大きな成果であった。

今後も一層の充実に取り組んでまいりたい。 

【見直し又は改善を要する点】 
毎年，数点ずつ簡単な作品解説パネルを設置しているが，今後とも解説パネル，サイン及びキャプション等の

見直し等を進め，多くの人に一層親しまれるよう，更に魅力ある常設展にするべく努力を重ねていきたい。 
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「マックス・クリンガー版画展：《イヴと未来》《ある生涯》《ある愛》」（常設

展版画作品展） 

○方  針 

マックス・クリンガーは，生涯を通じておよそ 450 点の版画作品を制作しているが，なかでも連作として制作さ
れた14作は，彼の代表的なものとされている。国立西洋美術館には，この14の版画連作のうち11作が現在所蔵さ
れている。 
今回は，そのなかから3作，《イヴと未来》，《ある愛》，《ある生涯》を展示した。いずれの作品も，ひとりの女性
を中心的モティーフとして扱っているもので，単に彼の想像力に富んだ幻想的世界を示すばかりでなく，社会の状況

を批判的に捉える視点をも示唆するものとなっている。モラルなどによって構築された社会秩序のなかで，葛藤を引

き起こさざるをえない個人の欲望の問題が，これらの作品では取り上げられている。それらが伝えてくるメッセージ

は，現在においても多くのことを考えさせてくるアクチュアルなものと言える。 
 

○実  績 

１．開催期間   平成１７年３月８日（火）～平成１７年５月２９日（日）（７３日間） 

        （うち平成１７年度５２日間） 

２．会    場  国立西洋美術館新館２階 第３展示室 

３．主    催  国立西洋美術館 

４．出品点数   ３１件 

５．入館者数  常設展会場内の版画素描展示室で開催した企画展示のため，入館者数の集計は行っていない。 

６．入場料金  常設展入場料金に含まれる。 

７．入場料収入 常設展入場料収入に含まれる。 

８．担当した研究員数 １人 

９．展覧会の内容 

   マックス・クリンガーは，19世紀末から20世紀初頭にかけて活躍したドイツの代表的な芸術家のひとりであ

る。彼の活動は，絵画，彫刻，版画と多岐にわたり，絵画作品としては《キリストの磔刑》や《オリュンポスの

キリスト》，《パリスの審判》といった代表作を制作し，また彫刻では，1902 年のウィーン分離派展に展示さ

れた《ベートーヴェン像》がよく知られている。しかし，彼の芸術家としての評価を高めてきたのは，こういっ

た絵画や彫刻の作品というよりも，むしろ版画であった。クリンガーは，生涯を通じておよそ450点の版画作品

を制作しているが，なかでも連作として制作された14作は，彼の代表的なものとされている。当館には，この

14の版画連作のうち11作が現在所蔵されており，今回は，そのなかから3作，《イヴと未来》，《ある愛》，

《ある生涯》を展示した。 

１０．広報 

   インターネットホームページ，ポスター，国立西洋美術館ニュース等での情報提供を実施し，広報活動に努め

た。 

１１．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

【雑誌】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

文化庁月報 2005.4.25 

文化庁／編集 ぎょ

うせい／発行 

４月号 Ｐ４３ 

主任研究官 田中正之 執筆  

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

当館所蔵のクリンガーの版画連作 3 点を展示したものであったが，ブログ等ネット上での評判，評価も高く，観
覧者の方々には非常に好意的に受け入られたものであった。イメージのみによって物語を語る形式の連作であったた

めに，各作品には詳しい解説を施したが，それが観覧者の理解を深める手助けとなり，好意的な評価の一因となった

と考える。 
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【見直し又は改善を要する点】 

展示作品数がやや多く，作品間の間隔が狭くなり，鑑賞環境としては十分なものではなかった。見易さと展

示プランとの兼ね合いを今後とも検討していきたい。 
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「《ローマの景観》：ピラネージのまなざし」（常設展版画作品展） 

○方  針 

西洋美術館が所蔵するピラネージの版画群のうち，これまで展示の機会に恵まれなかった「景観」作品群の概略展

示と分析的展示を目的として，ピラネージ自身の芸術家としての想像力と建築家としての分析力の双方を理解できる

ように《グロッテスキ》《ローマの景観》」《パエストゥムの古代遺跡の景観》の３連作に加え，100年ほど昔の別な
作家の同一モチーフの版画作品数点を比較展示することで，ピラネージの特色ある視点を浮かび上がらせることを目

的とした。 
 

○実  績 

１．開催期間  平成１７年１０月８日（土）～平成１７年１２月１１日（日）（５６日間） 

２．会    場  国立西洋美術館新館２階 第３展示室 

３．主    催  国立西洋美術館 

４．出品点数   ４５件 

５．入館者数  常設展会場内の版画素描展示室で開催した企画展示のため，入館者数の集計は行っていない。 

６．入場料金  常設展入場料金に含まれる。 

７．入場料収入 常設展入場料収入に含まれる。 

８．担当した研究員数 １人 

９．展覧会の内容 

   ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージは，ヴェネツィアで学んだ後1740年にローマにやってきた。そし

て２代にわたるローマ教皇の庇護の下，建築家，考古学者としての目を持ちながら1743年以降，精力的に《ロ

ーマの景観》，《ローマの古代遺跡の景観》，《パエストゥムの古代遺跡の景観》等の連作を制作していった。

今回は，西洋美術館が所蔵する作品の中から《ローマの景観》と《パエストゥムの古代遺跡の景観》を中心に，

45点を展示した。 

１０．広報 

   インターネットホームページ，ポスター，国立西洋美術館ニュース等での情報提供を実施し，広報活動に努め

たほか，展覧会場では，株式会社日立製作所の支援により，プラズマディスプレイ及びタッチモニタを設置し，

ピラネージに関する情報提供を行った。 

１１．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

【雑誌】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

文化庁月報 2005.10.25 

文化庁／編集 ぎょ

うせい／発行 

１０月号 Ｐ４３ 

主任研究官 高梨光正 執筆  

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

今回の展示に際し，個性的な想像力をみせる《グロッテスキ》と他の建築景観連作群とを比較する一方で，

同じ場所を他の作家が描いた作例と比較することで，ピラネージの視点の特殊性をつまびらかにすることがで

きたほか，版画作品に記載されているピラネージの解説そのものと，現在の地理的な状況とを合わせた小解説

を付けたことで，観覧者の理解の補助に非常に有益であった。また東京大学象形文化研究拠点と日立製作所開

発センターの協力によって，東京大学象形文化研究拠点が作成したピラネージデータベースの大型モニタによ

る補助展示を行ったことにより，観覧者には各作品の歴史地理的な理解および版画作品の細部についての理解

を深める一助となったことは，新たな取り組みとして有益であった。 

【見直し又は改善を要する点】 

 展示作品の数が多くなってしまったため，全ての作品に解説をつけることができなかったことや，展示その

ものが窮屈になってしまった点で，より良い展示環境構成についての課題を残した。また《ローマの景観》連
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作展示では，当時のローマの景観よりも古代遺跡の景観が多数を占めた点で，１８世紀のローマという歴史地

理的視点を強調することができなかった。 

今回試みた大型モニタによるピラネージデータベースの展示では，コンピュータ機材のトラブルが何度か発

生した。今後はコンピュータ機材等を使用した展示の保守点検を行う際の参考としたい。 
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「芸術家とアトリエ」（常設展版画作品展）  

○方  針 

芸術家たちが，まさに作品を作り出す現場であるアトリエは，「創造の秘密」を解き明かしてくれるものであるか

のように人々の興味を惹きつけてきた。フランスでは，19 世紀の前半より，芸術家のアトリエ訪問記や，アトリエ
の様子を表した版画が雑誌などのメディアに盛んに取り上げられるようになり，また一方では，アトリエにいる芸術

家たちの姿が揶揄の対象ともされ，風刺画に取り上げられている。しかし，どちらも一般の人々がほとんど目にする

ことのないアトリエの情景が，作家や作品の意味を示してくるものとして，いかに人々の好奇心を刺激し続けてきた

かを示していると言える。今回の展示は，19 世紀フランスを中心に，国立西洋美術館に所蔵されている版画や雑誌
によって，アトリエの情景と，それへの関心のありようを展観しようという意図のもとに企画された。 
 

○実  績 

１．開催期間  平成１８年３月７日（火）～平成１８年６月４日（日）（７９日間） 

        （うち平成１７年度２２日間） 

２．会    場  国立西洋美術館新館２階 第３展示室 

３．主    催  国立西洋美術館 

４．出品点数   ２２件 

５．入館者数  常設展会場内の版画素描展示室で開催した企画展示のため，入館者数の集計は行っていない。 

６．入場料金  常設展入場料金に含まれる。 

７．入場料収入 常設展入場料収入に含まれる。 

８．担当した研究員数 １人 

９．展覧会の内容 

今回の展示は，１９世紀フランスを中心に，国立西洋美術館に所蔵されている版画や雑誌によって，アトリエ

の情景と，それへの関心のありようを展観するものである。これらの作品は，１９世紀における人々の，芸術家

のアトリエへの関心を教えてくれるとともに，また，今の私たちの好奇心をも刺激する。１９世紀に芸術家たち

はいったいどのようなアトリエで制作をしたのか。その制作の現場をご覧いただける展覧会となった。 

１０．広報 

   インターネットホームページ，ポスター，国立西洋美術館ニュース等での情報提供を実施し，広報活動に努め

た。 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

 

展覧会の自己点検評価については，来年度に行う。 

 

【見直し又は改善を要する点】 
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「Fun with Collection 2005 いろいろメガネ Part1―あなたの見かた教えてくだ

さい」（子どもから楽しめる美術展） 

 

○方  針 

 Fun with Collectionは，国立西洋美術館の所蔵作品を中心に，子どもから大人までを対象とする小企画展である。

美術作品をより身近なものとして理解し，楽しんでもらうことを目的として，毎回テーマを設けて様々な切り口から

美術作品を紹介している。 
 同じ作品でもテーマや視点を変えることによって，様々な見かた，楽しみかたがある。さらに言えば，鑑賞は本来

自由で個人的な行為であり，十人十色というように，作品の見かた，感じかたも人の数だけ存在する。そこで，平成

１７年度のFun with Collectionでは，来館者それぞれの多様な作品の見かた・楽しみかたをテーマとした。 
 人は誰しも個人の経験や感情を基にして作品を鑑賞する。言葉を替えれば，人はそれぞれの「色眼鏡」を通して作

品を見る，と言うこともできるかもしれない。「色眼鏡」は否定的な意味合いが強い言葉であるが，今回はそれを思

い切り肯定的に使い，来館者各々の見かた，楽しみかたを「（色）メガネ」というキーワードで表現する。そして，

個人の自由な鑑賞体験を個人の中で終わらせるのではなく，それぞれの「メガネ」を交換することで多様な作品の見

かた，楽しみかたを分かち合うことを目的とし，さらに異なる価値や新しい意味が同じ作品の中に見えてくることを

期待するものである。 

 

○実  績 

１．開催期間   平成１７年７月１日（金）～平成１７年１２月２７日（火）（１５５日間） 

２．会    場  国立西洋美術館 

３．主    催  国立西洋美術館 

  協  力  （財）西洋美術振興財団 

４．入館者数   Fun with Collectionは，当館の所蔵作品を中心として特定のテーマに沿って紹介するものであ

り，特別に展覧会という形式をとらず，常設展の作品を活用したプログラムとして実施をしている

ため，入館者数の集計は行っていない。 

５．入場料金  常設展入場料金に含まれる。 

６．入場料収入 常設展入場料収入に含まれる。 

７．担当した研究員数 ４人（内，客員研究員１名） 

８．展覧会の内容 

   十人十色と言うように，美術館で作品を見て感じること，思うことは一人一人が違う。今回の Fun with 

Collection は，人それぞれの作品の見かたや楽しみかた（「メガネ」）がテーマである。国立西洋美術館の常

設展に来館される皆さんを主役として，それぞれの「メガネ」について考えたり，お互いに「メガネ」を交換し

たり，自分とは違う作品の見かた，感じかたを体験してみる。 

９．広報 

   インターネットホームページ，チラシ等での情報提供のほか，文部科学省を始めとした府省庁等が連携して実

施する「こども見学デー」における関連イベントとして登録し，幅広い広報活動に努めた。 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

本企画は，平成１７年度と来年度の２年度に渡るプログラムとして構成した。初年度となる平成１７年度は，主に

当館の来館者はどのようにコレクションを見ているのか，何を感じているのかを様々な方法（プログラム）で収集し

た。また，通常の場合，本企画は夏期に行っているが，今回は１年を通じて，コレクションを能動的に楽しむきっか

けとなる様々なプログラムを実施した。「君の名は？」という作品に題名をつけるプログラムについては，実施して

いる時から題名を記述したノートを見ることで他の人の考えを知ることができ，また「あなたがつづるこの１点」と

いうエッセイのプログラムについては，平成１７年度中にその結果をパネルや印刷物にして，常設展示室で来館者が

読めるようにした。しかし，それ以外のプログラムの結果については，来年度に展示，印刷物，プログラムにして還
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元する予定である。 
 これまでのように美術館が作品を見る視点を提供するのではなく，逆に利用者にそれを問うことで利用者が作品を

より注意深く見て，それについて考える機会となった。また，他の人々がどのように感じ，考えたかを知ることによ

って，共感，あるいは新たな発見などを経験し，それが当館のコレクションをこれまで以上に身近なもの，印象深い

ものと感じることに繋がっていくものと考える。 
 また，「日曜日の美術館」や「大講評会」など，様々な分野で活躍している方々が講師となったプログラムには，

普段当館をあまり利用することのない人々が参加したことで，新たな利用者を開拓する機会ともなった。 
【見直し又は改善を要する点】 

プログラムの結果を還元する方法として，ホームページを更に活用して行う手法についても，今後検討をしていく

必要があると考える。 
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「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」（共催展） 

○方  針 

本展は，2003年度に購入・収蔵したばかりのラ・トゥールの作品《聖トマス》を広く公開する傍ら，この17世紀フ

ランスが生んだ特異な美の世界を総合的に展覧しようという企画である。 

本来，今に残る真作の数が40点余，という展覧会開催が難しい作家であるが，フランスをはじめとする世界各地の

美術館の協力によって，その半数にのぼる20点あまりのオリジナル作品を集めることができた。これらに貴重な工房

作や模作を加え，全34点で構成される，我が国初のラ・トゥール展である。国際的規模の展覧会に相応しく，ラ・ト

ゥールの研究者として名高いジャン＝ピエール・キュザン元ルーヴル美術館絵画部長を共同コミッショナーに迎え，

学術的な展覧会構成を試みている。それと同時に，一般に周知されているとは言えないこの画家に，より親しんでも

らうために，会場のマルチメディアをはじめ，同時代の古楽器によるコンサートの開催など，様々な催しを実施する。

 

○実  績 

１．開催期間   平成１７年３月８日（火）～５月２９日（日）（７３日間） 

（うち平成１７年度５２日間） 

２．会    場  国立西洋美術館企画展示館 地下２～３階 

３．主    催  国立西洋美術館，読売新聞社  

  後  援  文化庁，フランス大使館  

  協  力  日本航空，西洋美術振興財団  

マルチメディア協力  コーデックスイメージズインターナショナル，クインランド，京都市立芸術大学， 

三菱電機 

４．出品点数  ３４件 

５．入館者数 入館者数１８６，５４３人（目標入館者数９４，０００人） 

       ３月８日からの総入館者数２４５，０６４人（目標入館者数１３０，０００人） 

６．入場料金 当日券 一般1,100(800)円，大学生750（410）円，高校生650（350）円，小中学生無料 

       割引券 一般1,000円，大学生700円，高校生600円 

       前売券 一般   900円，大学生650円，高校生550円 

※（ ）内は２０名以上の団体割引料金，引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料 

※小中学校の教育活動としての観覧の場合は，引率の教員についても無料 

※心身の障害者及び，その付添者は無料 

７．入場料収入 ５２，０３８，１８０円（３月８日からの総入場料収入６８，７２２，７１０円） 

８．担当した研究員数 ２人  

９．展覧会の内容 

   ジョルジュ・ド・ラ・トゥールの現在まで残る真作の数が40点余，その作品数の少なさと重要性から，借り

出せる作品は自ずと限定されてしまう。しかし，本展ではその全真筆のほぼ半数と，若干の失われた原作の模作・

関連作を含めた貴重な作品群が東京に顔を揃えることとなり，日本で初の，そしておそらくは相当な長い将来に

渡って再び見ることはできないラ・トゥールの展覧会を実現することができた。  

１０．講演会等（会期中に７回開催予定，うち平成１７年度は５回） 

          ５回    参加人数６９６人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

スライドトーク等 

     ５回    参加人数５３２人（詳細は「教育普及」スライドトーク等欄へ） 

   イヤホンガイドの実施 

           利用者数２４，１９５人（詳細は「教育普及」イヤホンガイドの実施欄へ） 

（※３月８日からの利用者総数３１，９８８名） 

１１．広報 

   共催者と連携し，新聞，雑誌，交通広告，インターネットホームページ，ＤＭ，チラシ等による幅広い情報の

発信と，上野地区内の企業・店舗で組織する「上野のれん会」を通じたポスター掲示，チラシの配布，インター
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ネットホームページ（国立西洋美術館，読売新聞社の各ホームページ）への割引引換券掲載，書店を通じての割

引引換券の配布，台東区教育委員会を通じての台東区内小・中学校への展覧会情報，小・中学生観覧料金無料化

のPRを実施した。 

○特記事項 

①平成１７年５月２日（月）を臨時に開館し，入館者の利便性の向上に努めた。 

②マルチメディアによる情報コーナーを設置（PC端末設置，DVDによるデジタル検索，映像の上映） 

③フランスの人気古楽アンサンブル「ル･ポエム・アルモニーク」によるコンサート「ラ･トゥールの聴いた響

きをもとめて」を開催した。ラ・トゥールの絵に描かれている楽器（ヴィエル）等を用い１７世紀当時の古

謡を再現。集まった約１００人の観客は，名画と音楽でラ・トゥールの世界を楽しんだ。 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等（全３４１件：以下主要な記事等を抜粋） 

【新聞】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

産経新聞 2004/12/5 産経新聞社 ２６面 

読売新聞 2004/12/8 読売新聞社 １面 

読売新聞 2004/12/16 読売新聞社 樺山紘一前館長執筆 

読売新聞 2005/1/1 読売新聞社 ４－５面 美の再発見 高橋明也執筆 

読売新聞 2005/1/18 読売新聞社 ３７面 

読売新聞 2005/1/26 読売新聞社 １８面 

読売新聞 2005/1/30 読売新聞社 生活ノオト ＬＩＦＥ ＳＴＹＬＥ 

日経新聞 （朝刊） 2005/2/19 日本経済新聞社 ４２面 

日経新聞 （夕刊） 2005/2/28 日本経済新聞社 １６面 

聖教新聞 2005/2/28 聖教新聞社 ７面 

読売新聞 2005/3/1 読売新聞社 １面 

読売新聞 2005/3/2 読売新聞社 ３０面 

読売新聞 2005/3/8 読売新聞社 ３７面 

読売新聞 2005/3/9 読売新聞社 １面 

読売新聞（夕刊） 2005/3/9 読売新聞社 １面・ラ・トゥール展から２ 

中日新聞 2005/3/10 中日新聞社 週末ガイド 

読売新聞（夕刊） 2005/3/10 読売新聞社 １面・ラ・トゥール展から３ 

読売新聞（夕刊） 2005/3/11 読売新聞社 １面・ラ・トゥール展から４ 

読売新聞（夕刊） 2005/3/15 読売新聞社 ４面 

読売新聞（夕刊） 2005/3/23 読売新聞社 １２面 

東京新聞 2005/3/24 東京新聞社 ２６面 

しんぶん 赤旗 2005/3/25   

読売新聞 2005/3/28 読売新聞社 ２９面 どれどれどーれ 

読売新聞 2005/3/30 読売新聞社 １４面 シティライフ  

インターナショナルプレス 2005/4/2 ㈱インターナショナルプ 1面 

朝日新聞 2005/4/6 朝日新聞社 美の現在 高階秀爾氏執筆 12面， 

読売新聞（夕刊） 2005/4/6 読売新聞社 シティライフ（8 面） ジョルジュ・ド・ラ・トゥー

公明新聞 2005/4/12 公明新聞社 美術 

読売新聞（夕刊） 2005/4/13 読売新聞社 シティライフ ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展4 

朝日新聞 2005/4/14 朝日新聞社   

産経新聞 2005/4/15 産業経済新聞社 文化 

読売新聞（夕刊） 2005/4/15 読売新聞社 17面 音楽会 

読売新聞（夕刊） 2005/4/20 読売新聞社 16面 
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読売新聞（夕刊） 2005/4/20 読売新聞社 16面 

読売新聞 2005/4/21 読売新聞社 私の好きなラ・トゥール ㊤ 28面 

朝日新聞マリオン（夕刊） 2005/4/21 朝日マリオン21 美・博ピックアップ 

読売新聞 2005/4/21 読売新聞社 私の好きなラ・トゥール ㊥ 30面 

読売新聞（夕刊） 2005/4/22 読売新聞社 18面 皇后さま行啓記事 

読売新聞 2005/4/23 読売新聞社 私の好きなラ・トゥール ㊦ 32面 

読売ＰＲ 2005/4/24 読売新聞社  

毎日新聞（夕刊） 2005/4/25 毎日新聞社 6面 現代アート考 

日本経済新聞 2005/4/27 日本経済新聞社 アートの情景 

読売新聞（夕刊） 2005/4/30 読売新聞社 7面 

読売新聞 2005/5/1 読売新聞社 28面 試写室 

読売ウィークリー 2005/5/1 読売新聞社 5/8.・15号 

毎日新聞 2005/5/11 毎日新聞社 今週の1点 

読売新聞（夕刊） 2005/5/12 読売新聞社 18面 紀宮様お成り 

読売新聞 2005/5/13 読売新聞社 28面 ラ・トゥール展記念コンサート 

読売新聞（夕刊） 2005/5/16 読売新聞社 18面 皇太子さまお成り 

読売新聞 2005/5/17 読売新聞社 37面 閉幕迫る 

 

【雑誌等】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

Bon Voyage  Air France Japon ２００４夏号 Mai Juin Juillet P38-45 

芸術新潮 2004/7/1 新潮社 ７月号 Ｐ１２３ 

月刊新松戸  （有）ファクトリィ 

２００４年１２月号 ミュージアム・クリスマス

案内 

ザ・ファミリー 2004/12/10 （株）ファミリー 

ミュージアムニュース ミュージアム・クリス

マス案内 

週刊新潮  新潮社 １月１３日号 Ｐ４２ 

ネットワークあさひ 2005/2/1  ４面（荒川・台東配布） 

アトレ駅パラ 2005/2/1 アトレ上野  

文化庁月報 2005/2/1 ぎょうせい Ｐ４４ 

Sign＆Displays 2005/2/10 マスコミ文化協会  

美術の窓 2005/2/20 生活の友社 ２月号 

京成ライン 2005/2/25 

京成エージェンシ

ー Ｐ７ 

芸術新潮 2005/3/1 新潮社 3月号 ラトゥール特集 

THE BVLINGTON MAGAGINE 2005/3/1   

Ｗｅｅｋｌｙ Ｍａｔｓｕｚａｋａｙａ 2005/3/1   

協同組合通信 2005/3/3 協同組合通信社 雑誌・他 

東京上野ロータリークラブ週報 2005/3/14 東京上野ロータリークラブ 大谷公美氏執筆 

文教速報 2005/3/16 官庁通信社 Ｐ８ 開会式 

文教速報 2005/3/18 官庁通信社 Ｐ１５ 遠山元文部科学大臣が鑑賞 

Visita 東京 2005 2005/4/1 JTBパブリッシング Ｐ１３２ 

現代押花 2005/4/1 財団法人中山文甫会館 Ｐ５２－５３ 

arch 2005/4/1 

アート・コレクション

ハウス 展覧会ニュース 

新美術新聞 2005/4/1 ㈱美術年鑑社 2面 

㈱サロン・ド・ボザ
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ール 

月刊消費者 2005/4/1 

（財）日本消費者協

会 4月号 

マナビィ 2005/4/1 ぎょうせい No.46 P52 

ステラ 2005/4/6 ステラ編集部 5/6月号  

アートマインド 2005/4/10 

㈱ジャパンアート

社 ART EXHIBITIONS 

LIVING design 2005/4/10 

㈱リビングデザイ

ンセンター 

5 月号 ART＆ Exhibition あの展覧会のこ

の1点 

春ぴあ 首都圏版 2005/4/20 株式会社ぴあ Ｐ１０１ 

一枚の絵 2005/4/21 一枚の絵㈱ Ｔｅｌｅｖｉｓｏｎ 

ステラ 2005/4/30 ステラ編集部 5/6号  

月刊ギャラリー 2005/5/1 

ギャラリーステー

ション 展覧会インタビュー（主任研究官 高橋明也）

美術の窓 2005/5/1 生活の友社 視点 主任研究官 高橋明也執筆 

日経おとなのＯＦＦ 2005/5/6 日経ホーム出版社 6月号 

Ａｒｔ Ｊｏｕｒｎａｌ 2005/5/15 

㈱アートジャーナ

ル社 NEWS ＆SPOT 

Univers Des Arts 2005/5/20 

㈱アートコミュニケ

ーション 特集 ジョルジュ・ド・ラ・トゥール 

 

【広報誌等】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

竹の塚百景 2005/4/1 キヌタ企画 耳よりタウン情報 

ゴールデン・ライフ 2005/4/10 

㈱ユニバーサル・ゴ

ールデン・ライフ 春号 

メトロミニッツ 2005/4/20 スターツ出版㈱ 4/20号 

キリスト新聞 2005/4/23 キリスト新聞社 4面 展覧会 

メディカルＱＯＬ 2005/4/25 

㈱マネージ・ド・ケ

ア・ジャパン5月号 5月号 

J SELECT Magazin 2005/4/25 

㈱ビジネスワール

ド社 5月号 

マンスリーみつびし 2005/4/26 マガジンハウス 5月号 Event 

JICA TOKYO Monthly 2005/4/28 

(財)日本国際協力

センター 5月号 MUSEUM SCHEDULE 

ノッチェシティ 2005/5/13 

ワンツーマガジン

社 5/13号 

文教速報 2005/5/27 官庁通信社 皇太子殿下・清子内親王殿下 ご鑑覧記事 

文教速報 2005/6/6 官庁通信社 入館者数20万人突破記事 

 

【テレビ・ラジオ放送】 

番  組  名 放送日 制  作 備    考 

NHK/ＢＳ週間シティー情報 2005/4/2 NHK BS1 

自由時間 2005/4/3 ㈱エフエム世田谷 

TOKYOモーニングサプリ 2005/4/7 東京ＭＸテレビ 

art lover 2005/4/8 日本テレワーク㈱ 

葛飾エフエム放送
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㈱ 

エフエムうらら 2005/4/14 エフエム浦安㈱ 2005/4/14,21,28，5/5,12放送 

NHK/ラジオ深夜便 2005/4/14 NHK 

パレットに絵の具 2005/4/15 エフエム江戸川 

NHK/新日曜美術館 2005/5/1 NHK  

 

【ネット関連（web）】 

掲   載 掲載日 制  作 備    考 

ルーヴル美術館オフィシャルサイト 2005/4/25 

㈱フォアキャスト・コミュ

ニケーションズ 携帯公式サイト 

 

１３．アンケート調査 

①調査期間  （抽出アンケート調査） 

平成１７年４月２８日（木）～５月１日（日）（４日間） 

（任意アンケート調査） 

平成１７年３月８日（火）～５月２９日（日）（７３日間） 

②調査方法  （抽出アンケート調査方法）  

展覧会鑑賞後のお客様にアンケートの趣旨を説明し，会場内に設けたアンケートコーナーに

誘導して回答のご協力をいただいた。アンケート調査の協力者には，館内喫茶店のドリンク無

料サービス券や次回展覧会の割引券などを進呈して，何度も美術館に足を運んでもらえるよう

工夫に努めた。 

（任意アンケート調査方法） 

お客様の意見を幅広く受入れるべく，展覧会開催期間中に会場の出口付近へアンケート用紙

（日本語・英語）及びアンケート台を設置し，任意によるアンケート調査を実施した。 

③アンケート回収数 １，３８６件（抽出４００件，任意９８６件） 

④アンケート結果 

・大変良い25.83％（358件）・良い41.13％（570件）・まあまあだった9.74％（135件） 

・あまり良くなかった0.22％（3件）・良くなかった0.79％（11件）・無回答22.29％（309件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

 最終的には当初の予想を大きく上回る２４５，０６４人（７３日間）の入館者を集め，また各方面から多大な

反響を得ることができた。これまで，知名度が決して高いとは言えなかったオールドマスターの作家の展覧会

がこれ程の成功裡に終わったことは，今後の国立西洋美術館，ひいては我が国の美術館の展覧会開催に対し，

ひとつの方向性を与えることができたと考える。 

【見直し又は改善を要する点】 

展覧会に付随する７回に及ぶ連続講演会，マルチメディアコーナーや図書閲覧コーナーの設置，海外からの

アーティスト招聘による音楽会等の新たな企画の試みはいずれも好評を博したが，それらの企画の開催に，美

術館側のノウハウの面での不足は否めない。今後このような企画を試みる場合には，それに見合うだけの準備

期間及び資金等の用意が必要と考える。 
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「ドレスデン国立美術館展－世界の鏡」（共催展） 

○方  針 

ドレスデン国立美術館は，1972年に当館で展覧会を開催して以来，最も友好的な美術館の一つである。過去に３
度，展覧会を開催しているが，今回は「日本におけるドイツ年」の主要催事として11の全美術館挙げての記念すべ
き展覧会となるよう，これまでにない規模を目指した。ただし，いわゆる名品展のような「寄せ集め展」ではなく，

ドレスデンという都市の特徴を明らかにするようなテーマ展としたかった。そのために展覧会の主題をドレスデンの

コレクションの成立にかかわる国際交流に定め，文化の十字路としてのドレスデンを描き出すことにした。では，ド

レスデンのコレクションを特徴づける異国文化とはどういうものなのだろうか。それは，現在もドレスデンに所蔵さ

れる豊富な到来品を観察することにより次の国々が自ずと浮かび上がってくる。ヨーロッパからはイタリア，フラン

ス，オランダの３国。アジアからはトルコ，中国，日本の３国である。計６つの国々の文化がドレスデンのコレクシ

ョンの核を形成している。展覧会は，異文化受容の受け皿となったルネサンス後期のドレスデン宮廷に作られた美術

館の前身「驚異の収集室（ヴンダーカンマー）」から始め，そこでの珍奇なものの収集が次第に美術品の収集へと移

り「美術収集室」へと変わって行く様子を再現することにした。そして上記の６カ国の文化受容とその消化をセクシ

ョンに分けて見せていくことにしたのである。 
 展覧会の題名を「世界の鏡」としたのは，ドレスデンの宮廷が中心となって集められた世界の品々からなるコレク

ション自体が，異文化を受容する「世界を映し出す鏡像」であること，同時に，ドレスデンから世界に向かって発信

される「鏡の映し返し」のようなドレスデンという町の影響力を象徴させることを意図した。つまり，この展覧会の

目的は，ドレスデンという都市の全貌を歴史的コレクションを通して視覚化することなのである。 

 

○実  績 

１．開催期間   平成１７年６月２８日（火）～９月１９日（月）（７４日間） 

２．会    場  国立西洋美術館企画展示館 地下２～３階 

３．主    催  国立西洋美術館，日本経済新聞社 

  後  援  外務省，文化庁，ドイツ連邦共和国大使館，東京ドイツ文化センター， 

（社）日本ユネスコ協会連盟 

  特別協賛  NEC 

  協  賛  AGC旭硝子株式会社，KDD，昭和シェル石油株式会社，DNP大日本印刷，日本興亜損保，FUJIFILM，

三井物産 

  協  力  Lufthansa，Lufthansa Cargo，日本通運，JR東日本，西洋美術振興財団  

４．出品点数 ２４０件 

５．入館者数 ２８６，３３０人（目標入館者数２１１，０００人） 

６．入場料金 当日券 一般1,400(1,000)円，大学生1,000（560）円，高校生800（450）円，小中学生無料 

       割引券 一般1,300円，大学生900円，高校生750円 

       前売券 一般1,200円，大学生800円，高校生700円 

※（ ）内は２０名以上の団体割引料金。引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料 

※小中学校の教育活動としての観覧の場合は，引率の教員についても無料 

※心身の障害者及び，その付添者は無料 

７．入場料収入 ６６，３３４，３５０円 

８．担当した研究員数 ２人 

９．展覧会の内容 

本展は１６世紀から１９世紀のドレスデンにおける芸術潮流に焦点を合わせ，絵画，彫刻をはじめ，宝飾品や

衣装，家具・工芸品などの多彩な作品により，日本で初めてドレスデン国立美術館のコレクションの全貌を紹介

するものである。 

１０．講演会等 

          ４回    参加人数３８２人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

   スライドトーク等 

     ６回    参加人数６２９人（詳細は「教育普及」スライドトーク等欄へ） 
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展覧会に関連する音楽プログラム 

     １回    参加人数１００人（詳細は「教育普及」展覧会に関連する音楽プログラム欄へ） 

   イヤホンガイドの実施 

           利用者数４５，３４９人（詳細は「教育普及」イヤホンガイドの実施欄へ） 

１１．広報 

   共催者と連携し，新聞，雑誌，交通広告，インターネットホームページ，ＤＭ，チラシ，アドカードＤＵＥ等

による幅広い情報の発信と，上野地区内の企業・店舗で組織する「上野のれん会」を通じたポスター掲示，チラ

シの配布等の広報を行った。また，インターネットホームページ（国立西洋美術館，日本経済新聞社の各ホーム

ページ）への割引引換券の掲載を行うなど積極的な広報活動を実施した。 

  ○特記事項 

①平成１７年８月１５日（月）及び９月１９日（月）を臨時に開館し，入館者の利便性の向上に努めた。 

②日本経済新聞社特別鑑賞会を実施（平成１７年８月２９日（月）及び９月７日（水）） 

③展覧会開催記念シンポジウム「世界の鏡～デジタル技術が支える人類の記憶継承システム-ドレスデン聖母

教会の復活とドレスデン国立美術館・博物館機構（SKD）の新たな挑戦-」を，慶應義塾大学デジタルメディ

ア・コンテンツ統合研究機構 ・国立西洋美術館・日本経済新聞社の主催により開催（平成１７年７月２９

日（金）会場：慶應義塾大学 三田キャンパス 北館ホール）   

④展覧会開催記念「ドキュメンタリー映画「オランダの光」特別上映＆トークショー」を実施（平成１７年８

月１６日（火）／１８日（木）／２０日（土）／２３日（火），トーク（２３日）：小林頼子氏（目白大学

教授・オランダ美術史），青柳正規（国立西洋美術館長）） 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

【新聞】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

日経新聞 2004/5/12 日本経済新聞社 38面 

日本経済新聞 2005/2/7 日本経済新聞社 1面  

THE DAILY YOMIURI 2005/3/24 読売新聞社 18面 ART 

聖教新聞 2005/3/30 聖教新聞社 8面 

日本経済新聞 2005/4/7 日本経済新聞社 38面 

日本経済新聞 2005/4/27 日本経済新聞社 名画のドラマ 上 文化40面 

日本経済新聞 2005/4/28 日本経済新聞社 名画のドラマ 中 文化44面 

日本経済新聞 2005/4/29 日本経済新聞社 名画のドラマ 下 文化40面 

毎日新聞（夕刊） 2005/5/18 毎日新聞社 西洋の「美術館展」が相次ぐわけ 

日本経済新聞 2005/6/13 日本経済新聞社 日本におけるドイツ年 2005/2006 

日本経済新聞 2005/6/18 日本経済新聞社 アートライフ 32面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/6/27 日本経済新聞社 18面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/6/28 日本経済新聞社 42面  

産経新聞 2005/7/12 産経新聞社 20面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/7/12 日本経済新聞社 至高の一点 ① 1面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/7/13 日本経済新聞社 至高の一点 ② 1面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/7/14 日本経済新聞社 至高の一点 ③ 1面 

東京新聞 2005/7/14 東京新聞社 24面 今週の1点 

日本経済新聞（夕刊） 2005/7/15 日本経済新聞社 至高の一点 ④ 1面 

日本経済新聞 2005/7/16 日本経済新聞社 アートライフ 28面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/7/22 日本経済新聞社 22面 皇太子様鑑賞記事 

日本経済新聞（夕刊） 2005/7/25 日本経済新聞社 ２面 特別鑑賞会のお知らせ 

日本経済新聞（夕刊） 2005/7/25 日本経済新聞社 14面 特集 

聖教新聞 2005/7/25 日本経済新聞社 42面  10万人突破 

読売新聞（夕刊） 2005/7/28 読売新聞社 4面 美術 
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読売新聞（夕刊） 2005/7/28 読売新聞社 4面 美術 

日本経済新聞 2005/8/2 日本経済新聞社 1面  春秋 

日本経済新聞 2005/8/20 日本経済新聞社 アートライフ 32面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/8/22 日本経済新聞社 14面 特集 

朝日新聞 2005/8/26 朝日新聞社 6面 一点逸点 

朝日新聞（夕刊） 2005/8/30 朝日新聞社 18面 

毎日新聞（夕刊） 2005/8/31 毎日新聞社 28面 

THE DAILY YOMIURI 2005/8/31 読売新聞社 7面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/9/7 日本経済新聞社 16面 こだわりの巡礼 

 

【雑誌等】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

Signs  displays 2005/2/1 マスコミ文化協会 No.542 歳事情報 

美術の窓 2005/2/20 生活の友社 P37 

Visita 東京 2005/4/1 JTBパブリッシング P132 

Dental Tribune off time 2005/4/1 

株式会社メディカ

ルトリビューン P5 

MONICA 2005/6/1 ぶんか社 ART 

旅行読売 2005/7/1 旅行読売出版社 P136 

Noblesse ノーブレス 2005/7/1 

株式会社ノーブレ

ス アートな発見 

Signs  displays 2005/7/1 マスコミ文化協会 No.547 歳事情報 

Cabi ネット 2005/7/1 

社団法人 時事画

報社 No.77 

THE BVRLINGTON MAGAZINE 2005/7/1   

東京ウォーカー 2005/7/5 KADOKAWA P225 

美術の窓 2005/8/1 生活の友社 P37 

和楽 2005/8/1 小学館 

レクチャーコンサートの案内

P18-19 

美術の窓 2005/9/1 生活の友社 P197 

荻窪百点 2005/9/1 荻窪百点 P62-63 

CURIO 2005/9/1 

フジ・インターナショナル・ミ

ント株式会社 9月号 9月号 

 

【広報誌等】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

文化庁月報 2005/6/1   P43 主任研究官 佐藤直樹執筆 

日刊 協同組合通信 2005/6/9   P10 

東京上野ロータリークラブ週報 2005/6/27 

㈱マネージ・ド・ケ

ア・ジャパン5月号 落合桃子氏 執筆 

JICA TOKYO Monthly 2005/7/28 

(財)日本国際協力

センター ７月号 MUSEUM SCHEDULE 

文芸広場 2005/8/1 第一法規株式会社 8月号 

文教速報 2005/8/3 官庁通信社 皇太子殿下 ご鑑覧記事 

文教速報 2005/8/10 官庁通信社 入館者数10万人突破記事 

文教速報 2005/9/5 官庁通信社 入館者数20万人突破記事 
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【ネット関連（web）】 

掲   載 掲載日 制  作 備    考 

NIKKEI NET 2005/2/1 日本経済新聞 EVENT GUIDE 

三井物産のCSR 2005/6/21 三井物産株式会社  

 

１３．アンケート調査 

①調査期間  （抽出アンケート調査） 

平成１７年８月１８日（木）～８月２１日（日）（４日間） 

（任意アンケート調査） 

平成１７年６月２８日（火）～９月１９日（月）（７４日間） 

②調査方法  （抽出アンケート調査方法）  

展覧会鑑賞後のお客様にアンケートの趣旨を説明し，会場内に設けたアンケートコーナーに

誘導して回答のご協力をいただいた。アンケート調査の協力者には，館内喫茶店のドリンク無

料サービス券や次回展覧会の割引券などを進呈して，何度も美術館に足を運んでもらえるよう

工夫に努めた。 

（任意アンケート調査方法） 

お客様の意見を幅広く受入れるべく，展覧会開催期間中に会場の出口付近へアンケート用紙

（日本語・英語）及びアンケート台を設置し，任意によるアンケート調査を実施した。 

③アンケート回収数 ２，００７件（抽出４００件，任意１，６０７件） 

④アンケート結果 

・大変良い19.18％（385件）・良い31.24％（627件）・まあまあだった10.71％（215件） 

・あまり良くなかった0.1％（2件）・良くなかった1.4％（28件）・無回答37.37％（750件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

ドレスデン国立美術館の全面的な協力により，コンセプトに添うかたちで全て第一級の出品作を揃えることができ

たため，新聞，雑誌などのメディアを中心に展覧会に対する評価を得る事が出来た。一般の方々にも企画，出品作品

ともに評判で，会期終盤に向け，インターネット上のブログ等でも取り上げられ，口コミで人気が上がっていったと

考える。 

展覧会企画に添うかたちで計画されたコンサート「オスマン・トルコへの恐怖と憧憬－帝国拡張がもたらした音楽

文化の多様性」は，東京芸大の瀧井氏によるプログラムで，トルコ軍隊楽器の解説やトルコ音楽の西洋音楽への影響，

そしてベリーダンスなどの実演を伴う企画は，当館の特色あるプログラムを表わすものとなった。 

【見直し又は改善を要する点】 

予想以上の人が訪れたため，マイセン磁器と日本の磁器の展示ケース付近が混み合い，鑑賞に不便な状況と

なってしまった。さらなる会場構成の工夫が必要であると考える。また，会場に比して出品作品が多すぎた点

や，来館者の作品への接触も少なくなかったことから，今後も，鑑賞の際のマナーについての理解や，注意を

喚起する働きかけを続けていく必要があると考える。 
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「キアロスクーロ -ルネサンスとバロックの多色木版画 フリッツ・ルフト・コレ

クションの所蔵作品による」（自主企画展） 

○方  針 

本展覧会は特に，①これまでほとんど紹介されることのなかったキアロスクーロ木版画を取り上げ，その技法や表

現方法を紹介すること，また，②キアロスクーロ木版画に関する最新の知見を紹介することを目的として開催された。

そのため，会場では時代ごと，地方ごとに版画をまとめて展示した。 

同時に，③当時の美術において版画が果たした役割を紹介すること，また，④我が国の多色浮世絵木版画と根本的

には同じ技法によって作られたキアロスクーロ木版画を展示することによって，西洋美術の独自性を明らかにするこ

とをも目指した。 

 

○実  績 

１．開催期間   平成１７年１０月８日（土）～１２月１１日（日）（５６日間） 

２．会    場  国立西洋美術館企画展示館 地下２階 

３．主    催  国立西洋美術館／クストディア財団／（財）西洋美術振興財団 

  助  成  （財）東芝国際交流財団／（財）UFJ信託文化財団 

  協  力  日本航空／アムステルダム国立美術館 

４．出品点数  １１２件 

５．入館者数 ３０，１７６人（目標入館者数３０，０００人） 

６．入場料金 当日券 一般850（600）円，大学生450（250）円，高校生250（100）円，小中学生無料 

割引券 一般800円，大学生400円，高校生200円 

前売券 一般700円，大学生350円，高校生150円 

※（ ）内は２０名以上の団体割引料金。引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料 

※小中学校の教育活動としての観覧の場合は，引率の教員についても入場無料 

※心身の障害者及び，その付添者は無料 

７．入場料収入 １４，４５３，２５０円 

８．担当した研究員数 ２人 

９．展覧会の内容 

   本展は，版画・素描コレクションで名高いパリのクストディア財団（フリッツ・フルト・コレクション）が所

蔵する110点の作品に，アムステルダム国立美術館が所蔵する2点の作品を加えた計112点によって，キアロス

クーロ木版画の流れを概観するものであり，日本では初の試みとなる展覧会であった。 

１０．講演会等 

          ４回    参加人数１６２人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

   スライドトーク等 

     ５回    参加人数１２０人（詳細は「教育普及」スライドトーク等欄へ） 

１１．広報 

    新聞，雑誌，交通広告，インターネットホームページ，チラシ等による幅広い情報の発信と，上野地区内の

企業・店舗で組織する「上野のれん会」を通じたポスター掲示，チラシの配布，季刊誌「版画芸術」への広告

掲載を行った。また，その他にも第４７回「教育・文化週間」（平成１７年１１月１日～７日）における関連

行事として登録を受けたほか，入場料の割引料金を設定し，インターネットホームページ（国立西洋美術館）

へ割引引換券掲載を行うなどして積極的な広報活動を実施した。 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

【新聞】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

The Asahi Shimbun 2005/8/19 朝日新聞社 28面 

朝日新聞（夕刊） 2005/8/25 朝日新聞社 10面 
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朝日新聞 2005/10/1 朝日新聞社 29面 

新美術新聞 2005/10/1 ㈱美術年鑑社 

美術館・ギャラリーガイド 11 面，TV ガイド

9面 

日本経済新聞（夕刊） 2005/10/3 日本経済新聞社 タウンビート アート・カルチャー14面 

朝日新聞 2005/10/7 朝日新聞社 39面 いよいよ開幕 

読売新聞 2005/10/7 読売新聞社 39面 いよいよ開幕 

上毛新聞 2005/10/7 上毛新聞社 30面  

聖教新聞 2005/10/8 聖教新聞社 9面 

中日新聞 2005/10/13 中日新聞社 9面  週末ガイド 

しんぶん赤旗 2005/10/17  9面 

東京新聞 2005/10/20 東京新聞社 22面 

毎日新聞（夕刊） 2005/10/26 毎日新聞社 25面 美術館ガイド 

朝日新聞 2005/10/29 朝日新聞社 37面 

読売新聞（夕刊） 2005/11/9 読売新聞社 10面 

DAYLY YOMIURI 2005/11/30 読売新聞社 7面 

公明新聞 2005/12/6 公明新聞社 5面  

朝日新聞（夕刊） 2005/12/22 朝日新聞社 6面（読者感想） 

 

【雑誌等】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

版画芸術  安部出版 No.129 保井亜弓氏 執筆 

美術の窓 2005/11/1 生活の友社 展覧会情報 

Ａｒｔ Ｊｏｕｒｎａｌ 2005/11/1 ㈱アートジャーナル社 NEWS ＆SPOT 

美術の窓 2005/12/1 生活の友社 展覧会情報 NO.267 

一枚の絵 2005/4/21 一枚の絵㈱ Ｔｅｌｅｖｉｓｏｎ 

月刊ギャラリー 2005/5/1 

ギャラリーステーショ

ン 

展覧会インタビュー（主任研究官 高橋明

也） 

美術の窓 2005/5/1 生活の友社 視点 主任研究官 高橋明也執筆 

Ａｒｔ Ｊｏｕｒｎａｌ 2005/5/15 ㈱アートジャーナル社 NEWS ＆SPOT 

Univers Des Arts 2005/5/20 

㈱アートコミュニケー

ション 特集 ジョルジュ・ド・ラ・トゥール 

俳句 2005/9/1 角川書店 9月号 俳壇ニュース 

RYUSEI 2005/9/1 社団法人龍生華道会 No.545 P14 

白い国の詩 2005/9/1 ㈱創童舎 9月号  

エレクトーン 2005/9/20 

ヤマハ・ミュージック・

メディア 9月号  

文化庁月報 2005/9/25 ぎょうせい P44 

日経マスターズ 2005/10/1 日経BP社 10月号 No.40 

マナビィ 2005/10/1 ぎょうせい 文部科学省 編  

うえの 2005/10/1 うえののれん会 No.558 

パン・ニュース 2005/10/5 ㈱パン・ニュース社 17面 舟田詠子氏講演会のお知らせ 

公募ガイド 2005/10/9 ㈱公募ガイド社 10月号 vol.230 

Signs＆Displays 2005/10/10 マスコミ文化協会 No.550 催事情報 

ART MIND 2005/10/10 ジャパンアート社 秋季号 Ｎｏ．141 

月刊 展覧会ガイド（首都圏）  東京アートナビ 10月号 

ケイコとマナブ 首都圏版 2005/10/25 RECRUIT 11月号 

スケルトンメイト＆アロークロス 2005/11/1 ㈱マガジンマガジン 11月号 クロスワード編集部 
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白い国の詩 2005/11/1 ㈱創童舎 11月号  

ポポロ 2005/12/1 麻布台出版社 12月号  

Gallery 2005/12/1 

ギャラリーステーショ

ン 12月号 Vol.248 

Bon Voyage 2005/冬号 

㈱アシェット婦人画報

社 Novembre Decembre 

 

【広報誌等】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

PLAZMA 2005/10/1 株式会社芸術生活社 プラズマ編集部 10月号 EVENT 

京成らいん 2005/9/1 京成電鉄㈱ vol.575 

ぱど 2005/9/9 株式会社ぱど No.853 

TICKET CLASSIC 2005/9/25 

株式会社クラシック・

ジャパン 10月号 美術館情報 

arch  2005/10/1 アート・コレクションハウス 全国美術館スケジュール 

東京メトロ 2005/10/1 東京メトロ 紅葉散歩＆ミュージアムめぐり 

Koala Fan 2005/10/1 ㈱コアラテレビ 10月号 

シティリビング 2005/10/7 

サンケイリビング新聞

社 シティ事業本部 

TICKET CLASSIC 2005/10/15 

株式会社クラシック・

ジャパン 11月号 美術館情報 

美じょん新報 2005/10/20 ㈱ビジョン企画出版社 第73号8面 

J SELECT 2005/11/1 

㈱ビジネス・ワールド

社 No.11 CALENDAR-TOKYO 

月刊新松戸 2005/11/1 （有）ファクトリィ No.317 

荻窪百点 2005/11/1 荻窪百点 No.246 

TICKET CLASSIC 2005/11/15 

株式会社クラシック・

ジャパン 12月号 美術館情報 

朝日カルチャーセンター  

朝日カルチャーセンタ

ー 2006年1月期 東京 

シティリビング 2005/11/11 

サンケイリビング新聞

社 シティ事業本部 

Mullion・Coupon  朝日新聞社 vol.12 9月号  

マリオン ASA   朝日新聞社 vol.35 9月号  

 

【ネット関連（web）】 

掲   載 掲載日 制  作 備    考 

美術館.com  

株式会社日本スタデ

オ  

インターネット・ミュージアム  

インターネット・ミュージ

アム  

朝日カルチャーセンター  

朝日カルチャーセンター

新宿教室 ニュース＆トピックス 

Art Navi  株式会社美術出版社 Iモード 情報サイト 

 

１３．アンケート調査 

①調査期間  （抽出アンケート調査） 



 

 

                                                                               (国立西洋美術館) 35

平成１７年１１月２４日（木）～１１月２７日（日）（４日間） 

（任意アンケート調査） 

平成１７年１０月８日（土）～１２月１１日（日）（５６日間） 

②調査方法  （抽出アンケート調査方法）  

展覧会鑑賞後のお客様にアンケートの趣旨を説明し，会場内に設けたアンケートコーナーに

誘導して回答のご協力をいただいた。アンケート調査の協力者には，館内喫茶店のドリンク無

料サービス券や次回展覧会の割引券などを進呈して，何度も美術館に足を運んでもらえるよう

工夫に努めた。 

（任意アンケート調査方法） 

お客様の意見を幅広く受入れるべく，展覧会開催期間中に会場の出口付近へアンケート用紙

（日本語・英語）及びアンケート台を設置し，任意によるアンケート調査を実施した。 

③アンケート回収数 ５１６件（抽出３００件，任意２１６件） 

④アンケート結果 

・大変良い22.87％（118件）・良い47.67％（246件）・まあまあだった8.72％（45件） 

・あまり良くなかった0.19％（1件）・良くなかった0.78％（4件）・無回答19.77％（102件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

キアロスクーロ木版画というジャンルの作品は，これまで日本でまとまった形で紹介されることはなかったもので

ある。それゆえ本展では，この技法がどのようにして生まれ，発展し，終焉を迎えたのかを示すことに意を配した。

展示会場では，時代ごと，地方ごとに作品をまとめて展示することによって，技法の伝播や発展を分かりやすく示

した。また，工夫をこらしたパネルによって技法を説明し，さらにはインターンの協力を得て，キアロスクーロ木版

の原理を実際に体験できるスタンプを作り，会場で来館者が自ら「作品」を制作できるコーナーを設けた。もう一点

本展に特徴的な試みは，すべての出品作品に作品解説パネルを付したことである。これは，展示品の多くが宗教や神

話の世界を図像化したものであったため，作品が物語る内容を簡潔に伝える必要があるのではないかと考えた結果で

ある。実際に会場を見回ってみると，かなり多くの来館者が注意深くこれらのパネルを読み，時にはメモを取ってい

た。また，来館者アンケートを読んでも，こうした我々の努力は好評であったことがうかがえた。このような結果か

ら，多くの来館者は漫然と作品を眺めるのみでなく，積極的に作品を理解しようとする姿勢を持っていることが明ら

かになったのではないかと考える。 

もっとも，本展は専門的な知識を持った来館者にも十分に見応えのあるものであったことは間違いない。幾人かの

版画研究者や版画家から，非常に刺激的な展覧会だったとの評価をいただいた。また，同時期に千葉市美術館で開催

された「ミラノ展」のために来日したミラノ市立版画館の研究員は，わざわざ本展を訪れ，さらには大変好意的な手

紙を残していかれた。 

本展の学術性は，カタログにも反映されている。オランダの美術史家エリク・ヒンテルディング氏の協力のもと，

最新の研究動向を反映させることに努めており，現在においてキアロスクーロ木版画に関する文献としては，最も優

れたものと考える。また，巻頭エッセイのひとつで浮世絵版画との比較を論じることによって，西洋の造形論理の独

自性についての知見も深めることができた。カタログには同時に，一般の美術ファンにとっても親しめるように，当

時の美術や版画を巡る状況を平易に記したコラムも多数挿入した。 

 その他の取組みとして，ギャラリートークと記念講演会を行った。全回の記念講演会に出席した方も多く，版画愛

好家の間での関心の高さを実感した。 

【見直し又は改善を要する点】 

キアロスクーロという言葉が聞き慣れないものであったため，「どのような展覧会なのか良く分からない」

という意見があった。来館者を呼び込むという面での目的においては，「キアロスクーロ」というタイトルは

有効ではなかったのではないかと考えられる。今後の課題として検討したい。 
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「ロダンとカリエール」（共催展） 

○方  針 

作品に強い個性を示し，歴史に名を刻まれる芸術家であっても，必ずしもその表現や思想は一人の人間のなかだけ

で形成されるものではなく，周囲の芸術的環境，社会的環境が作用していることを，今回の展覧会では示すこととな

った。芸術家の名前は，19世紀フランスを代表する彫刻家オーギュスト・ロダンと同時代の画家ウジェーヌ・カリエ

ール。とくにロダンについては最も知られる近代の彫刻家の一人であり，歴史のなかで孤高の芸術家というイメージ

が形成されてきた。今回，ロダンの作品をカリエールの作品と並置し，両者の思想を同時代の批評とともに検証して

いくことにより，あらためてその作品を見直し，創作活動を組み直すこととなった。他方のカリエールについては，

19世紀末の高い評価と影響力にもかかわらず今日では埋もれた存在となり，ようやく近年再評価されてきた画家であ

る。両者は個人的に近しい存在であっただけでなく，作品の表現方法や思想においていくつかの共通の土台の上に立

っていた。そのことを示すために，展覧会ではまずロダンとカリエールの肖像作品から，二人に共通のモデルたちを

選びだし，彼らをとりまく知的環境を示した。続いて，両者の造形上の共通性をいくつかのグループにまとめながら

提示することとし，量隗としてとらえられた人物群，背景と人物像の境界，ユゴーを中心とした文学作品からの啓示，

形の反復，手やトルソの意味などの問題を，両者の作品を結びつけるグループとして掲げた。これらの造形上の類似

性は，同時代の象徴主義の批評家たちの間で繰り返し言及された点でもあり，結果としてこの二人の芸術家を象徴主

義の枠組みでとらえることとなった。 

国立西洋美術館においては，ロダンとカリエールの作品は松方コレクションの一部をなしており，本展を通じて松

方コレクションの特色の一部を探ることも一つの意図であった。 

 

○実  績 

１．開催期間   平成１８年３月７日(火)～６月４日(日) （７９日間） 

（うち平成１７年度２２日間） 

２．会    場  国立西洋美術館企画展示館 地下２～３階 

３．主    催  国立西洋美術館，毎日新聞社，ＴＢＳ 

  企画協力  オルセー美術館／ロダン美術館  

  後  援  外務省／文化庁／フランス大使館  

  協  賛  大日本印刷  

  協  力  西洋美術振興財団  

４．出品点数    １３６件 

５．入館者数 ２６，１０９人（目標入館者数１１７，０００人（うち平成１７年度中は２６，０００人）） 

６．入場料金 当日券 一般1,300(950)円，大学生900（510）円，高校生800（450）円，小中学生無料 

       割引券 一般1,200円，大学生850円，高校生750円 

       前売券 一般1,100円，大学生800円，高校生700円 

※（ ）内は２０名以上の団体割引料金，引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料 

※小中学校の教育活動としての観覧の場合は，引率の教員についても無料 

※心身の障害者及び，その付添者は無料 

７．入場料収入 ６，５８９，３５０円 

８．担当した研究員数 ２人 

９．展覧会の内容 

   今回の展覧会では，ロダンとカリエールの彫刻，絵画，素描，版画136点を５つのセクションに分け，さまざ

まな角度からその関係性を読みといていく。ロダンとカリエールのふたりに焦点を絞った展覧会は，世界的に見

てもこれまで例がなく，フランス世紀末，象徴主義という枠組みでロダンとカリエールの作品をとらえ直す，ま

たとない機会となった。なお，この展覧会は東京で構成され，パリのオルセー美術館に巡回する。 

１０．講演会等（会期中に３回開催予定，うち平成１７年度は１回） 

          １回    参加人数８３人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 
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   スライドトーク等（会期中に５回開催予定，うち平成１７年度は１回） 

     １回    参加人数４３人（詳細は「教育普及」スライドトーク等欄へ） 

   イヤホンガイドの実施 

           利用者数２，５４５人（詳細は「教育普及」イヤホンガイドの実施欄へ） 

１１．広報 

   共催者と連携し，新聞，雑誌，交通広告，インターネットホームページ，ＤＭ，チラシ等による幅広い情報の

発信と，上野地区内の企業・店舗で組織する「上野のれん会」を通じたポスター掲示，チラシの配布，インター

ネットホームページ（国立西洋美術館，毎日新聞社の各ホームページ）への割引引換券掲載を行うなどして，幅

広い広報活動に努めており，現在も継続中である。 

○特記事項 

「ロダンとカリエール」展開催記念講演会，「印象派から２０世紀芸術へ オルセー美術館のコレクション

からの展望」を開催（平成１８年３月７日（火） 会場：日仏会館 講師：オルセー美術館長セルジュ・ルモ

ワンヌ氏） 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

【新聞】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

The Asahi Simbun 2005/1/1 朝日新聞社 28面 

毎日新聞 2006/1/3 毎日新聞社 14面 

毎日新聞 2006/1/7 毎日新聞社 1面 

毎日新聞 2006/2/17 毎日新聞社 6面 

毎日新聞 2006/2/17 毎日新聞社 22面 記念講演会の参加者募集 

毎日新聞 2006/2/20 毎日新聞社 8面 展示作業開始 

毎日新聞 2006/2/21 毎日新聞社 28面 日本経営クラブ講演と演奏会告知 

毎日新聞（夕刊）北関東版 2006/2/20 毎日新聞社 8面 展示 

毎日新聞（夕刊） 2006/2/28 毎日新聞社 8面  

毎日新聞 2006/3/1 毎日新聞社 11面 

毎日新聞 2006/3/7 毎日新聞社 30面 開会式 

毎日新聞（夕刊） 2006/3/8 毎日新聞社 8面 開幕 

毎日新聞（夕刊） 2006/3/8 毎日新聞社 16面 

毎日新聞 2006/3/9 毎日新聞社 6面 

しんぶん赤旗 2006/3/9  9面 

毎日新聞 2006/3/11 毎日新聞社 1面 余録 

日本経済新聞 2006/3/12 日本経済新聞社 27面 かたち百景 

毎日新聞（夕刊） 2006/3/13 毎日新聞社 1 面 創造する二つの魂 ① 高階秀爾氏執

毎日新聞（夕刊） 2006/3/14 毎日新聞社 1 面 創造する二つの魂 ② 高階秀爾氏執

毎日新聞 2006/3/15 毎日新聞社 25面 

毎日新聞（夕刊） 2006/3/16 毎日新聞社 1 面 創造する二つの魂 ③ 高階秀爾氏執

毎日新聞（夕刊） 2006/3/17 毎日新聞社 1 面 創造する二つの魂 ④ 高階秀爾氏執

毎日新聞（夕刊） 2006/3/18 毎日新聞社 1 面 創造する二つの魂 ⑤ 高階秀爾氏執

毎日新聞 2006/3/18 毎日新聞社 14面  

毎日新聞 2006/3/20 毎日新聞社 23面  

毎日新聞 2006/3/22 毎日新聞社 28面 今週の１点 
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毎日新聞 2006/3/22 毎日新聞社 28面 今週の１点 

毎日新聞（夕刊） 2006/3/23 毎日新聞社 7面  

公明新聞 2006/3/28 公明新聞社 5面 美術ジャーナリスト藤田一人氏執筆 

聖教新聞 2006/3/29 聖教新聞社 7面 村上光彦氏執筆 

 

【雑誌等】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

Musee'd Orsay 2005/6/1   

美術の窓 2006/2/20 生活の友社  

ギャラリー 2006/3/1 

ギャラリーステー

ション P25 

美術の窓 2006/3/20 生活の友社  

美術の窓 2006/4/20 生活の友社  

Bon Vayage 2006/2/1 

㈱アシェット婦人画

報社 P53 

選択 2006/2/1 選択出版会社  

文芸広場 2005/2/1 第一法規株式会社 2月号 

UOMO(ウオモ) 2006/3/1 SYUEISYA 3月号 

文部科学時報 2006/3/10 

株式会社ぎょうせ

い 主任研究官 大屋美那執筆 

 

【広報誌等】 

誌   名 掲載日 発   行 備    考 

NOMORI PRESS 2006/1/10 東京オペラの森 冬号 vol.3 

TICHET CLASSIC 2006/1/15 

株式会社クラシッ

ク・ジャパン P109 

遊歩道  2006/1/15 

有限会社 二本松販

売センター vol.28 

日刊協同組合通信 2006/1/19 

株式会社協同組合通

信社 P11 

arch 2006/2/1 

アート・コレクション

ハウス 全国主要美術館スケジュール2.3月号 

atre ueno SQUERE 2006/2/1 atre vol.19 

ウィクリーWEST 2006/2/13 株式会社クイント INFORMATION 

TICHET CLASSIC 2006/2/15 

株式会社クラシッ

ク・ジャパン P325 

うえの 2006/3/1 上野のれん会 3月号 主任研究官 大屋美那執筆 

上野の早春賦 2006/3/1 上野観光連盟 春のイベント情報 

東京上野ロータリークラブ週

報 2006/3/6 

㈱マネージ・ド・ケア・

ジャパン 3月6日号 

文教速報 2006/3/15 官庁通信社 好評開催記事 

TICHET CLASSIC 2006/3/15 

株式会社クラシッ

ク・ジャパン P238 

 

【ネット関連（web）】 

掲   載 掲載日 制  作 備    考 

Musee'd Orsay 2005/8～   



 

 

                                                                               (国立西洋美術館) 39

毎日新聞社 2005/11～   

 

１３．アンケート調査  来年度に実施 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

 

展覧会の自己点検評価については，来年度に行う。 

 

【見直し又は改善を要する点】 

 



 

 

                                                                               (国立西洋美術館) 40

（２）貸与・特別観覧の状況 

中期計画 

(2) 収蔵品については，その保存状況を勘案しつつ，国内外の博物館・美術館その他これに類する施設に対し，貸与

及び特別観覧を積極的に推進する。 

 

○実  績 

１．貸与・特別観覧の件数 

貸    与   ４件    ８点 

    特別観覧  ６３件  １２１点 

（他に，松下電工汐留ミュージアム「文化遺産としてのモダニズム建築 ＤＯＣＯＭＯＭＯ１００選展」へ，展

覧会の資料として，国立西洋美術館基本設計図「文化センターの全体平面図」コピーの貸出を実施） 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

昨年度より作品の貸与については館内でのプロセスを見直し，館の管理・事業運営の重要事項について審議する企

画会議での議題として扱うこととして，幅広く迅速な対応が可能となるように貸与規則及び制度を変更した。これに

より，平成１７年度の貸与件数自体は４件８点に留まったが，来年度中に行なうことが既に決定している貸与件数は

１０件１２作品に上り，着実に貸与件数の増加につなげている。 
・平成１７年度作品貸出先（海外１件，国内３件） 
 ロートレック美術館（フランス），渋谷区立松涛美術館，ひろしま美術館，長崎県美術館 
 

【見直し又は改善を要する点】 

貸し出しの依頼を受けた展覧会へは，企画の内容，輸送･展示に伴う様々な条件，作品保存上の諸条件，さらには

当館の展示プログラムなどとの整合性を検討した上で可能な限りの協力を行うこととしている。しかし，当館への貸

出依頼の大部分は当館の常設展示の中核を成す優品に対してであるため，貸出によってその数点の作品を常設展示の

流れの中から欠いてしまうということは来館者へ常設展示のテーマを分かりやすく伝え，魅力ある質の高い展示を公

開していくという趣旨から考慮すると難しい面もある。また，依頼は同じ作品へ集中して受ける場合も多い。その場

合はいずれか一方にしか貸与をすることができず，全ての依頼に応えることは出来ないため対応に苦慮しているとこ

ろでもある。 
このような理由から，急に作品貸与の点数を増やしていくことは困難な状況ではあるが，今後も貸与の推進方策や，

貸与・特別観覧料金の適正な取り扱いなどの改善点について引き続き検討を行い，公開の必要性と保存の調和を図り

ながら積極的に取り組んでいく必要がある。 
 
 

＊添付資料 

 ①貸与件数等の推移（事業実績統計表 p.８） 

 ②特別観覧件数の推移（事業実績統計表 p.９） 
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３．調査研究 

中期計画 

(1)-1 調査研究が，収集・保管・修理・展示，教育普及その他の美術館活動の推進に寄与するものであることを踏ま

え，国内外の美術館・博物館その他これに類する施設及び研究機関とも連携等を図りつつ，次に掲げる調査研究を

積極的に実施する。 

＜1＞ 収蔵品に関する調査研究 
＜2＞ 美術作品に関する調査研究 
＜3＞ 収集・保管・展示に関する調査研究 
＜4＞ 美術史，美術動向，作者に関する調査研究 
＜5＞ 世界の映画作品や映画史に関する調査研究等 
(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これに類する施設の職員を，客員研究員等の制度を活用し招聘し，研究交流を

積極的に推進する。 

(2) 調査研究の成果については，展覧会，美術作品の収集等の美術館業務に確実に反映させるとともに，研究紀要，

学術雑誌，学会及びインターネットを活用して広く情報を発信し，美術館に関連する研究の振興に供する。また，

各種セミナー・シンポジウムを開催する。 
 

○実  績 

１．調査研究 

（１）収蔵品，美術作品に関する調査研究 

  ①旧松方コレクションを含む松方コレクション全体に関する調査研究 

  ②中世末期から２０世紀初頭の西洋美術に関する調査研究 

  ③美術館教育に関する調査研究 

④美術館情報資料に関する調査研究 

⑤１５世紀から１８世紀までのイタリア絵画及び素描の美術館的調査手法の実践（文部科学省在外研究員）

⑥１６世紀パルマにおける芸術制作の政治的背景（国立西洋美術館在外研究員） 

 

（２）保存・修理に関する調査研究 

  ①西洋美術作品の保存修復に関する調査研究 

②イタリア及びドイツにおける文化財保存環境整備と維持管理に関わる調査及び絵画の非破壊調査法に関する調

査研究（昨年度より継続）（国立西洋美術館在外研究員） 

 

（３）展覧会のための調査研究 

 ①ジョルジュ・ド・ラ・トゥールと１７世紀フランス絵画に関する調査研究 

 ②ルネサンス・バロック期のドイツ美術の研究及び同時期のドイツにおける美術品収集史に関する調査研究 

 ③キアロスクーロ木版画に関する調査研究 

 ④ロダン・カリエールと１９世紀フランス象徴主義に関する調査研究 

 ⑤マックス・クリンガー版画に関する調査研究 

 ⑥ピラネージ版画に関する調査研究 

 ⑦新収蔵版画作品に関する調査研究 

 

（４）科学研究費補助金による調査研究 

  ①１６－１７世紀西欧における版画出版と古代の受容 

②火山噴火罹災地の文化・自然環境の復元の総括 

 ③火山噴火罹災遺跡における生活・文化環境の復元研究 

 

２．客員研究員等の招聘実績 ３人（年度計画記載人数：３人） 

①美術館教育に関する調査研究 
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  美術館教育研究家  佐藤 厚子 

 ②展覧会に関する音楽プログラムの調査研究，企画等協力 

  東京芸術大学演奏芸術センター助手  瀧井 敬子 

 ③情報，広報事業等に関する英語表記の指導・助言 

  日本美術研究家  マーサ・マクリントク 

 

３．大学院との連携協力 

①東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教育･研究における連携・協力について協定を締結 

兼任教員：主任研究官 寺島 洋子， 主任研究官 田中 正之 

４．調査研究費  予算額 ４７，２９５，０００円    決算額 ６６，０４５，８４１円 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

平成１７年度も，個々の展覧会に関連する調査研究と各人の専門分野において，充実した成果があった（展覧会カ

タログや研究紀要を参照）。 

当館ではとりわけ展覧会を単なる一過性のイベントに終わらせないために，その企画から個々の作品の調査まで，

常に貸手である欧米の研究者との共同作業であることを意識して準備をおこなっている。その成果は平成１７年度の

展覧会にも明瞭に反映しており，「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール」，「ドレスデン国立美術館展」，「キアロスク

ーロ」と，それぞれ展覧会の成立の経緯は全く異なるものの，欧米の一線の研究者の協力を得ておこなわれたもので

あり，当館の国際的な水準が前提となってはじめて実現されたものであった。 

また，科学研究費補助金による調査研究３件，文部科学省在外研究員制度による在外研究１件，国立西洋美術館在

外研究員制度による在外研究２件の実施，客員研究員の招聘，外国人研究員の招聘，大学等における非常勤講師，他

機関の研究発表・運営委員会・作品購入委員会に参加するなどして，国内外の施設機関及び外部研究者と交流・意見

交換を行い，積極的な研究成果の発表に努めた。 

その他の取組みとして，平成１７年度は新たに版画素描閲覧室を開室し，外部の研究者・専門家へ，常時展示を

していない版画・素描作品の公開を始めたほか，全国美術館会議教育普及ワーキンググループ並びに東京大学大学

院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教育･研究における連携・協力による，総会・研究発表大会を国立西洋美

術館講堂において開催し，積極的な研究交流を推進した。また，調査・研究体制の整備にも取組んでおり，外部資金

獲得の一環として科学研究費補助金の申請率・採択率の向上を図るため，科学研究費補助金について説明会及び模擬

申請を実施した。 

【見直し又は改善を要する点】 

所蔵品の研究については中長期的な展望に立った計画の立案と，それに沿った実施が必要である。引き続き，調査・

研究体制の整備を図りたい。また，その研究成果の公開，学会等への積極的な発表を今後の課題としたい。 

 

＊ 調査研究一覧（事業実績統計表 p.７４） 
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４．教育普及 

中期計画 

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について広く収
    集し，蓄積を図るとともに，レファレンス機能の充実を図る。 

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について，長く後世に記録を残すために，デジタル化を推進す

    る。 

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化するとともに，資料室等の整備・充実を図る。 

(2)  新学習指導要領，完全学校週５日制の実施等を踏まえ，学校，社会教育関係団体と連携協力しながら，児童生

    徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成，講座，ワークショップ等を実施することにより，美術作品等

    への理解の促進，学習意欲の向上等を促し，心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。 

      また，児童生徒を対象とした事業について，中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加

    者数の確保に努める。 

(3)  美術作品に関し，その理解を深めるような講演会，講座，スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する

    等，生涯学習の推進に寄与する事業を行う。 

    それらの事業について，中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。

    また，その参加者に対しアンケートを行い，回答数の８０％以上から，その事業が有意義であったと回答さ

    れるよう内容について検討し，さらに充実を図る。 

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした研修プログラムについて検討，実施する。 

(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員（キューレーター）の資質を向上し，専門性を高めるための研修を実施

    し，人材養成を推進する。 

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企画に対する援助・助言を推進する。 

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研修会への協力・支援を行うとともに，情報交換，人的ネットワークの形

    成に努める。 

(5)-1 収集，保管，修理，展示，教育普及，調査研究その他の事業について，要覧，年報，展覧会図録，研究論文，

    調査報告書等の刊行物，ホームページ，またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開する

    とともに，国立美術館への理解の促進を図る。 

     また，その内容について充実を図るよう努力するとともに，４館共同による広報体制の在り方について検討

    を行う。 

(5)-2 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては，教育普及など多様な活用ができるようコ

    ンテンツを工夫し，中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。 

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報について，美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに，その利

    用方法について検討する。  また，デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。 

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し，ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供す

    るサービスの充実を図る。 

(6)-2 企業との連携等，国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。 
 

○方  針 

 美術館と美術作品への関心と興味を引き起こし，美術館の利用を促進する。そして，美術作品を通して，様々なも

のの見方や考え方を提供し，人生を豊かに生きるための感性と考える力を養うことを支援する。さらに，幅広い年齢

層，多様な知識，経験，関心をもつ多様な人々の自発的な学習を支援する。そのために，それぞれの対象や目的に合

わせ，適切な手段・方法によって美術館や美術と接する機会を提供するよう務める。 

 

○実  績（総括表） 

（１）－１  資料の収集及び公開 

①収集件数 ３，７３０件（入力済データ件数） 

②公開場所  

・企画展示館事務棟地下１階 研究資料センター 
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（西洋美術史などの研究者を対象とした資料センターとして，西洋美術史研究図書，雑誌，マイクロフィ

ッシュ等の資料約１５４，８１０点を所蔵し公開している。）  
利用者数 ３０５人 

貸出件数 ５３１件 １，８０６点 

    ・本館１階 資料コーナー 
（一般の利用者向けに本館１階のフリーゾーンに設置し，展覧会カタログ，年報，要覧など，過去およそ

１０年分の当館の出版物と，全国美術館案内や美術事典などを公開している。）  
※本館１階資料コーナーはフリーゾーンとしているため多数の利用者があるが，利用者数の集計はしていな

い 

（１）－２  広報活動の状況 

①刊行物による広報活動     ８種 １６冊 

   『国立西洋美術館ニュース ゼフュロス』（年４回発行（春，夏，秋，冬））等の刊行物を発行し，美術

館の理解と利用の促進に向けて広報活動を行い，積極的に情報の発信に努めている。 

②ホームページによる広報活動 

ホームページでは，コレクション，展覧会情報，講演会・スライドトーク等のイベント，交通・利用案

内，館内施設案内，オンライン蔵書目録（OPAC），携帯電話用（ｉモード等）コンテンツなどを常時掲載

し，適時更新を行い，海外からのアクセス向けに英語版のホームページを整備している。また，ボランテ

ィア募集等の事業案内広報を掲載しているほか，教育プログラム等の参加申し込みについて，インター

ネットを利用してホームページ上で申し込みができるようにするなど，ホームページを利用した情報発

信とインターネットを活用した利便性の向上を図り，来館者のニーズに対し，美術館の側から積極的に

配信を行っていくよう努めている。 

③マスメディア等の利用による広報活動 

    国立西洋美術館ニュース（年４回発行），プレスリリース（展覧会ごとに，内容を紹介する資料（Ａ４

判，フルカラー３～８ページ）と記者内覧会（原則として展覧会開催日の前日に開催）の案内を作成。新

聞社・雑誌社・テレビ局・ウェブサイト関連・ライター等マスメディア関係に配布。展覧会紹介，美術館

紹介に関する取材，撮影，資料提供に随時対応し，美術館事業の普及広報に努めている。 

（１）－３  デジタル化の状況 

①平成１７年度にデジタル化を行った件数 ３，９２７件（文字データ3,594件，画像データ333件） 

（２）－１  児童生徒・教員を対象とした事業 

①Fun with Collection 2005 

「いろいろメガネ Part1―あなたの見かた教えてください」   １回 

※Fun with Collectionは，当館の所蔵作品を中心として特定のテーマに沿って紹介するものであり，特別

に展覧会という形式をとらず常設展の作品を活用したプログラムとして実施をしているため，参加者数とい

う計上は行っていない。 

②ワークショップ（創作・体験プログラム等）        １４回    １，２９３人 

③先生（小・中・高等学校教員）のための鑑賞プログラム     ３回      ３０２人 

④ファミリー・プログラム「びじゅつーる」          １２回      ７５５人 

⑤ファミリー・プログラム「どようびじゅつ」         １２回      ２０４人 

⑥スクール・ギャラリートーク                ３７回    １，２２１人 

⑦教員研修会                         ２回       ３０人 

⑧東京都立飛鳥高等学校課外授業へ協力             １回        ７人 

⑨団体訪問者（学校・団体）への解説             ４６回      ９０８人 

（２）－２  講演会等の事業 

①講演会                          １４回    １，３２３人 
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      ②スライドトーク等                     １７回    １，３２４人 

    ③展覧会に関連する音楽プログラム               １回      １００人 

   ④「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール」に関する音楽会       ３回      ３００人 

⑤イヤホンガイド                       ３回   ７２，０８９件 

（３）－１  研修の取組 

①他の機関が実施する研修等事業への協力を実施  ２３６人 

（３）－２  大学等との連携 

①東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教育･研究における連携・協力 

②国立西洋美術館インターンシップ ５名（西洋美術史２名，教育普及２名，情報資料１名） 

（３）－３  ボランティアの活用状況 

①ファミリー・プログラム「びじゅつーる」貸出担当 

②ファミリー・プログラム「どようびじゅつ」の実施 

③スクール・ギャラリートーク 

   ④教育普及プログラムの補助担当 

⑤ボランティア研修を実施 

（４）渉外活動 

    ①新聞社，団体・企業等との連携により，企画・運営・広報・輸送等の幅広い協力並びに相互の支援関係が

得られた。 

（５） 教育普及経費   予算額 １２９，９１８，０００円    決算額 １１７，３７３，３１３円 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

 平成１３年度から始まった，最初の中期計画最後の年となる平成１７年度は，当中期目標に沿って計画した活動の

ほぼすべてが実現し，既存のプログラムとともに安定した活動が行われた。２年目となるボランティアも充実したプ

ログラムを展開するだけでなく，更なる意欲を発揮して当館の教育普及プログラム全体の活力となった。 
 また，Fun with Collectionは，作品の見かた，楽しみかたをテーマとして来館者が主役となるこれまでにない企

画が実施されたものであった。 
【見直し又は改善を要する点】 
 今回の中期計画中に新たに企画・開始した教育普及事業を安定して実施するためには，既存の活動も含めて総合的

な見直し整理を行い，人員に見合う仕事量となるようバランスを取る必要があると考える。 
 また，教育普及プログラムは館外各所でのポスター掲示等を行わないため，展覧会に比べ周知がされにくいという

傾向がある。これを改善するために広報の方法を検討していく必要がある。 
 

＊添付資料 

教育普及件数の推移（事業実績統計表 p.１４） 
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（１） －１  資料の収集及び公開（閲覧）の状況 

中期計画 

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について広く 
  収集し，蓄積を図るとともに，レファレンス機能の充実を図る。 
 

○実  績 

１．収集 

①件数    ３，７３０件（入力済データ件数） 

２．公  開 

  （１）企画展示館事務棟地下１階 

  ①公開場所    研究資料センター 

    ②公開日数  ９６日 

  ③公開件数 

      ・公開資料数  ３７，３８７件 

公開資料数内訳：図書35,793冊 

雑誌49,464冊（タイトル数は延べ1,562タイトル） 

マイクロ資料32タイトル（マイクロフィッシュ69,290枚，マイクロフィルム263本） 

      ・公開請求件数 ５３１件 １，８０６点（請求による出納件数のみ，開架書架の利用件数は含まない） 

  （２）本館1階 

  ①公開場所    資料コーナー（フリーゾーン） 

    ②公開日数    ２９４日間 

  ③公開件数 

      ・公開資料数 ２７８件（９６タイトル１３９件×２セット） 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

平成１７年度も，購入による資料収集と共に，国内外美術館等との資料交換により図書の積極的収集に努めた（交

換件数国内２２４件，海外２３４件)。 

図書情報については，OCLC（米国のライブラリーサービス機関）への登録の継続及びこれまで充分に実施でき

ていなかったNACSIS（国立情報学研究所）への所蔵登録を新たに開始したほか，昨年度，試験的に参加開始したALC

（美術図書館横断検索）への本格的参加を実現した。図書整理業務では，整理業務の一部外部委託も継続し，公

開冊数の増加に努め，これに応じて図書収容量を増やすため閲覧室の書架の増設及び図書以外の資料に関して，

美術館の記録資料，作品関連資料，写真資料，展覧会記録等の一元管理体制の実現に向けて，書庫の大幅なレイ

アウト変更を行った。 

また，平成１７年度はインターンの受入も行っており，研究資料センター業務，図書・資料整理業務などの指導・

研修を行った。 

【見直し又は改善を要する点】 

研究資料センターの現行の週 2 日開室体制では，利用者のさまざまな要望（他の曜日に利用したい，連日通っ

て集中的に調査したいなど）に応じることができない。今後は，研究資料センターの開室日数の拡大等も検討し，

利用者のニーズに応えていく必要があると考える。 
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（１）－２  広報活動の状況 

中期計画 

(5)-1 収集，保管，修理，展示，教育普及，調査研究その他の事業について，要覧，年報，展覧会図録，研究論文，

調査報告書等の刊行物，ホームページ，またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開す

るとともに，国立美術館への理解の促進を図る。 
また，その内容について充実を図るよう努力するとともに，４館共同による広報体制の在り方について検討を

行う。 

 

○実  績 

１．刊行物による広報 

  （１）『国立西洋美術館年報 Ｎｏ．３９（April 2004 － March2005）』 

①発行年月日 平成１８年３月３１日 １回発行（発行回数１回）（年度計画記載発行回数１回） 

②料金   無償 

③配布先  国内外の博物館等施設，国立国会図書館，大学図書館，研究所等 

（２）『国立西洋美術館研究紀要 Ｎｏ．１０』 

①発行年月日 平成１８年３月３１日 １回発行（発行回数１回）（年度計画記載発行回数１回） 

②料金   無償 

③配布先  国内外の博物館等施設，国立国会図書館，大学図書館，研究所等 

（３）『平成１７年国立西洋美術館要覧』 

①発行年月日 平成１７年５月１日 １回発行（発行回数１回）（年度計画記載発行回数１回） 

②料金   無償 

③配布先  博物館等施設，国立国会図書館，大学図書館，研究所等 

  （４）展覧会に伴う図録 

ア．『ドレスデン国立美術館展 世界の鏡』（図版編） 

イ．『ドレスデン国立美術館展 世界の鏡』（エッセイ編） 

ウ．『キアロスクーロ －ルネサンスとバロックの多色木版画』  

エ．『ロダンとカリエール』 

①発行年月日 ３回発行（発行回数３回）（年度計画発行回数の記載は無し） 

②料金   ア．２，５００円，イ．１，０００円，ウ．２，８００円，エ．２，８００円 

③配布先  会場内販売，国内外の博物館等施設，国立国会図書館，大学図書館，研究所等 

 （５）『ジュニアパスポート』 

ア．『ドレスデン国立美術館展 世界の鏡』 

イ．『キアロスクーロ －ルネサンスとバロックの多色木版画』 

ウ．『ロダンとカリエール』 

①発行年月日 ３回発行（発行回数３回）（年度計画発行回数の記載は無し） 

②料金   無償 

③配布先  小中学生入館者，学校等教育機関 

  （６）『国立西洋美術館ニュース ゼフュロス』Ｎｏ．２３～Ｎｏ．２６ 

①発行年月日 平成１７年５月２０日，８月２０日，１１月２０日，平成１８年２月２０日 ４回発行（発行

回数４回）（年度計画記載発行回数４回） 

②料金   無償 

③配布先  会場内配布，修学旅行計画のための学校等 
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（７）『独立行政法人国立美術館 国立西洋美術館りーふれっと』 

①発行年月日 平成１８年３月３１日 １回発行（発行回数１回）（年度計画記載発行回数１回） 

②料金   無償 

③配布先  博物館等施設，国立国会図書館，大学図書館，研究所等 

 （８）『国立西洋美術館展覧会レポート１９８５－２００５』 

①発行年月日 平成１８年３月３１日 １回発行（発行回数１回）（年度計画発行回数の記載は無し） 

②料金   無償 

③配布先  国内外の博物館等施設，国立国会図書館，大学図書館，研究所等 

２．インターネットを用いた広報 

（１）ホームページによる広報 

①常設展・企画展の展示解説及び作品図版の掲載，適時更新を実施している。 

②オンライン蔵書目録（OPAC）をホームページで公開し，インターネット上で所蔵図書データの検索を可能と

している。 

③教育プログラム等の参加申し込みについては，インターネットを利用してホームページ上からも申し込みが

可能となる機能を備え，利用者の利便性の向上を図っている。 

３．その他の広報 

（１）マスメディア等の利用による広報 

    ①国立西洋美術館ニュース，展覧会情報を新聞社・雑誌社・テレビ局・ウェブサイト関連・ライター等マスメ

ディア関係に配信 

②展覧会紹介，美術館紹介に関する取材，撮影，資料提供には随時対応 

（２）近隣の地域，企業，教育関係機関との連携による広報 

①広報誌「うえの」（発行：上野のれん会），「Weekly Matsuzakaya」（発行：上野松坂屋），「Weeklyぴあ」

（発行：ぴあ（株））等に美術館情報を掲載 

②台東区「上野の山文化ゾーン連絡協議会」，「art-Link上野－谷中2005」等に参加し広報活動を実施 

③各地の地方公共団体の教育委員会に対し，美術館の利用を促進し修学旅行を誘致するためのＰＲ活動及び今

後のＰＲ事業を円滑に進めるため，修学旅行のシステムや意見等の聞き取り調査を実施した。 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

平成１７年度も，各種刊行物及びホームページを利用した広報活動に取り組み，小・中学生向けの展示解説パン

フレット『ジュニアパスポート』の無料配布を行うなど，美術館と美術作品への関心と興味を引き起こし美術館

の利用を促進することに有効であった。なお，『国立西洋美術館ニュース ゼフュロス』の発行にあたり（財）西

洋美術振興財団より助成を得ることができた。 

【見直し又は改善を要する点】 

インターネットを活用した広報については，作品や美術館情報の有効な発信手段として認識し，毎年拡充を図って

いるが，規模が大きくなるほど，校正等の情報精度の保持に関わる作業も増えていくため，その維持のために要する

作業量が課題となっている。 

今後は，ホームページの広報活動の目的を考慮しつつ，利用者にとってより魅力に富んだ使用しやすいものへと改

善ができるよう，機能やコンテンツの充実について検討していく必要がある。 
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（１）－３  デジタル化の状況 

中期計画 

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について，長く後世に記録を残すために，デジタル化を推進

する。 

(5)-2 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては，教育普及など多様な活用ができるよう

コンテンツを工夫し，中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報について，美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに，その

利用方法について検討する。 

  また，デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。 

 

 

○実  績 

１．所蔵作品のデジタル化 

①平成１７年度にデジタル化した美術作品の件数     ３，９２７件（文字データ3,594，画像データ333）

   ②平成１７年度末収蔵作品数              ４，４４５件 

   ③平成１７年度末データベース化，デジタル化作品数   ４，４４５件 

   ④今後のデジタル化の対応  新規に取得した作品についてデジタル化，収蔵作品管理システムの充実を予定

２．ホームページのアクセス件数 １，００５，５６６件（平成１２年度アクセス件数２７５，０００件） 

（日本語トップページ ９８１，３９２件，英語トップページ ２４，１７４件） 

３．デジタル化した情報の公開 

①国立西洋美術館ＨＰ等による公開件数      ２３１件（デジタルギャラリー２０４件，ＨＰ２７件）

②文化庁文化遺産オンライン公開件数        ２７件 

③独立行政法人国立美術館総合目録公開件数  ４，０５８件 

 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

昨年度に引き続き収蔵作品基本データの再整備を行い，平成１７年度は版画のデータについて実施した。版画デ

ータについてはインターネット上の所蔵作品総合目録検索システムへの追加を行い，公開点数の増加につとめた

（文字データ 約4,000件，画像データ約60件）。この他，新たに画像のデジタル化も行った（カラー，モノクロ

含めて計約270点）。これらのデータ整備と平行し，業務基盤としての収蔵作品管理システムの再構築を行い，館

内で作品情報を共有する環境を新たに整備した。 

また，館内フリーゾーンのデジタルギャラリーは，昨年度同様のプログラムを継続して利用者に提供し，好評を

得ている。 

【見直し又は改善を要する点】 

収蔵作品管理システムの構築により，ハード面についての環境は整いつつあるが，ソフト面については，これ

まで同様，計画的にデータ整備作業を進めていく必要がある。まず，これまで整備してきたデータをこれに搭載

し，次に，依然として複数の旧システムにある来歴・展覧会歴・文献歴等の学術的データを再整備していかなけ

ればならない。また，画像についてもデジタル化を継続して実施し，公開点数を増やしていく必要があり，これ

らへの対応が課題である。 
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（２）－１  児童生徒を対象とした事業 

中期計画 

(2) 新学習指導要領，完全学校週５日制の実施等を踏まえ，学校，社会教育関係団体と連携協力しながら，児童生

徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成，講座，ワークショップ等を実施することにより，美術作品等

への理解の促進，学習意欲の向上等を促し，心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。 
また，児童生徒を対象とした事業について，中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者 

  数の確保に努める。 
 

○実  績 

１．Fun with Collection 2005「いろいろメガネ Part1―あなたの見かた教えてください」及び，本企画に関連す

る教育普及プログラム １５回 

 ア．「いろいろメガネ Part1―あなたの見かた教えてください」 

   （協力：西洋美術振興財団） 

①開催期間 

     平成１７年７月１日（金）～１２月２７日（日）（１５５日間）（開催場所：本館，新館） 

②参加者数 

※Fun with Collectionは，当館の所蔵作品を中心として特定のテーマに沿って紹介するものであり，特別に

展覧会という形式をとらず，常設展の作品を活用したプログラムとして実施をしているため，参加者数という

計上は行っていない。 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容 

十人十色と言うように，美術館で作品を見て感じること，思うことは一人一人が違う。今回の Fun with 

Collection は，人それぞれの作品の見かたや楽しみかた（「メガネ」）がテーマである。国立西洋美術館の

常設展に来館される皆さんを主役として，それぞれの「メガネ」について考えたり，お互いに「メガネ」を交

換したり，自分とは違う作品の見かた，感じかたを体験してみる。（詳細は「公衆への観覧」展覧会の状況欄

へ） 

 

イ．「あなたがつづるこの１点」 

①開催期間 

平成１７年７月１日（火）～平成１７年１０月３１日（月） 

審査員：内館牧子（脚本家），みうらじゅん（イラストレーターなど），国立西洋美術館長 

②参加者数 ４３３名 

③担当した研究員数 ７人 

④事業内容 

   一般（子供から大人まで）対象 

   常設展示の中から気になる1点を選び，その作品を前にして感じること，作品にまつわる思い出，j自分なり

の解釈など，自分の見かたでつづった言葉を募集する。（応募方法：館内の応募箱に直接投函，郵送，FAX，

ホームページ） 

 

ウ．「あなたがつづるこの１点」関連プログラム みうらじゅんの大講評会 

①開催期間 

平成１７年１２月３日（土）14：00～15：30 

講師：みうらじゅん（イラストレーターなど） 

②参加者数 １４５名（定員１４５名） 

③担当した研究員数 ４人 
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④事業内容 

   一般（子供から大人まで）対象 

   審査員，みうらじゅん氏のトークによる，上記プログラムで集められたエッセイの講評会 

 

エ．「君の名は？－あなたも作品の名づけ親」 

①開催期間 

平成１７年７月１日（金）～平成１８年５月２８日（日） 

②参加者数  本プログラムは自由参加のため，集計は無し 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容 

   一般（子供から大人まで）対象 

   常設展の作品（毎月選ばれた３点）に，自由に題名をつける。 

 

オ．「感じたままに詠んでみよう！－セイビｄｅハ・イ・ク（俳句）」 

①開催期間 

平成１７年７月２４日（日） 午前の部10：30～12：30 参加者数１２名 

                午後の部13：30～15：30 参加者数 ８名 

進行：ゴウヤスノリ（ワークショップ・プランナー） 

②参加者数 ２０名（定員 各２０名） 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容 

   中学生以上対象 

   グループで常設展示室を見て回り，作品の印象を五・七・五の言葉で表す。 

 

カ．「国立西洋美術館（セイビ）いいとこ撮り－子ども撮影隊が行く！」 

①開催期間 

平成１７年７月３０日（土），３１日（日），８月１日（月），８月７日（日） 

10：00～17：00（８月７日は13：30～15：30） 

進行：山本良子（映像制作） 

②参加者数 ３名（定員２０名） 

③担当した研究員数 ７人 

④事業内容 

   小学校４年生から中学生対象 

   おすすめスポットや，お気に入り作品を撮影し，国立西洋美術館紹介ビデオを作成してみる。 

 

キ．「集まれ！こども審査員－お気に入りに賞をつけよう！」 

①開催期間 

平成１７年８月９日（火）13：30～16：30 

進行：ゴウヤスノリ（ワークショップ・プランナー） 

②参加者数 ８名（定員２０名） 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容 
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   小学校４年から６年対象 

   美術館の絵や彫刻を見て，好きな作品や気になる作品に賞を付ける。 

 

ク．「ファインダー越しの美術館－自分だけの写真集を作ろう」 

①開催期間 

平成１７年８月２０日（土），２１日（日）10：00～17：00 

講師：中島古英（フォトグラファー） 

②参加者数 １０名（定員１０名） 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容 

   高校生以上対象 

   美術館や作品をそれぞれの視点で写真に撮って写真集を作り，お互いの視点の違いを見つめてみる。 

 

ケ．「日曜日の美術館－私のメガネで見てみます？」 

①開催期間 

平成１７年 ９月１８日（日）14：00～15：30 

講師：高畑 勲（アニメーション映画監督）参加者数 ５４名 

平成１７年１０月 ２日（日）14：00～15：30 

講師：林 英哲（太鼓奏者）       参加者数１３３名 

平成１７年１０月１６日（日）14：00～15：30 

講師：舟田詠子（東海大学非常勤講師）  参加者数 ５６名 

平成１７年１１月 ６日（日）14：00～15：30 

講師：森 英恵（デザイナー）      参加者数１２９名 

②参加者数 ３７２名（定員 各１４５名） 

③担当した研究員数 ７人 

④事業内容 

 一般（子供から大人まで）対象 

   各界の様々な講師による，美術作品の見方，楽しみ方についての講演 

 

コ．「美術館のクリスマス」 

①開催期間 

平成１７年１２月１７日（土）午前の部10：00～12：30 参加者数１５名 

                午後の部14：00～16：30 参加者数１６名 

平成１７年１２月１８日（日）午前の部10：00～12：30 参加者数１５名 

                午後の部14：00～16：30 参加者数２２名 

②参加者数 ６８名 

③担当した研究員数 ３人 

④事業内容 

   ６才から９才の子供と同伴の大人対象 

   展示室で《キリスト降誕》の絵を見た後に，その絵について感じたことを書いたクリスマス・ツリーの飾り

を作成 
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サ．「クリスマス・キャロル」 

①開催期間 

平成１７年１２月１７日（土）13：00～13：40 参加者数５０名 

                16：00～16：40 参加者数５０名 

平成１７年１２月１８日（日）13：00～13：40 参加者数５０名 

                16：00～16：40 参加者数５０名 

企画･進行：岡伊陽子，小島里枝子，二宮由紀（東京藝術大学大学院）  

合唱：東京藝術大学声楽科有志 

②参加者数 ２００名 

③担当した研究員数 ６人 

④事業内容 

   一般（子供から大人まで）対象 

   クリスマスの歌を特集した，アカペラコンサート 

 

シ．「サンタクロース物語」 

①開催期間 

平成１７年１２月２３日（祝・金）14：00～15：30 

講師：葛野浩昭（聖心女子大学助教授） 

②参加者数 ３４名（定員１４５名） 

③担当した研究員数 ３人 

④事業内容 

   中学生以上対象 

   聖ニコラウスから現代のサンタクロースになるまでの変遷について講演。クリスマスという「メガネ」で美

術館を楽しんでみる。 

 

２．先生（小・中・高等学校教員）のための観賞プログラム   ３回 

ア．「ドレスデン国立美術館展－世界の鏡」観賞プログラム 

①開催期間 

平成１７年７月１日（金） １８：００～ 

②参加者数 １０２名（定員１４５名） 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容 

  「教員を対象とした活動」として，企画展開催時に教員を対象とする観賞プログラムを行っている。日頃，

多忙な教員に，展覧会を楽しんでもらうことが目的であり，展覧会の趣旨や作品について説明した後，自由に

展覧会を観賞していただいた。 

 

イ．「キアロスクーロ -ルネサンスとバロックの多色木版画」観賞プログラム 

①開催期間 

平成１７年１０月２１日(金) １８：００～ 

②参加者数 １０４名（定員１４５名） 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容  同上 
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ウ．「ロダンとカリエール」観賞プログラム 

①開催期間 

平成１８年３月１７日(金) １８：００～ 

②参加者数 ９６名（定員１４５名） 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容  同上 

 

３．ファミリー・プログラム「びじゅつーる」  １２回 

①開催期間 

平成１７年４月９日（土），４月２３日（土），５月１４日（土）５月２８日（土），９月１０日（土），

９月２４日（土），１０月８日（土）１０月２２日（土），１１月１２日（土），１１月２６日（土）， 

平成１８年３月１１日（土），３月２５日（土） １０：００～１７：００（随時） 

②参加者数 ７５５名 

③担当した研究員数 ３人 

④事業内容 

    ６～１０歳の子どもと同伴の大人を対象 

常設展の作品鑑賞を助けるツール（道具）を貸し出す。そのツールを利用して，作品のことを何も知らなく

ても，大人も子どもも一緒に展示を楽しむことができるプログラム 

（「びじゅつーる」＝常設展にある絵や彫刻を，いろいろな方法で楽しむために作られた鑑賞用教材。〈ロダ

ン・ツール〉彫刻の動きに注目。人形にポーズをつけて彫刻をつくってみる。〈モネ・ツール〉描き方や材料

に注目。カンヴァスや筆にさわったり，カードと絵を組み合わせるゲームをしたりする。〈ドニ・ツール〉色

づかいや描き方に注目。カラフルな玉を画面において，点描のように絵をつくったりする。） 

 

４．ファミリー・プログラム「どようびじゅつ」（ボランティアスタッフによる）  １２回  

ア．「暑中お見舞い申し上げます」 

①開催期間 

平成１７年７月 ９日（土）１０：３０～１２：３０（１回目）１５名 

             １４：００～１６：００（２回目）１５名 

平成１７年７月２３日（土）１０：３０～１２：３０（３回目）１９名 

             １４：００～１６：００（４回目）１６名 

平成１７年８月１３日（土）１０：３０～１２：３０（５回目）１３名 

             １４：００～１６：００（６回目）１４名 

平成１７年８月２７日（土）１０：３０～１２：３０（７回目）２１名 

             １４：００～１６：００（８回目）１８名 

②参加者数 １３１名（定員各回１５名） 

③担当した研究員数 ４人 

④事業内容 

  ６～１０歳の子どもと同伴の大人を対象 

    美術館の作品をデジタルカメラで撮影し，手紙にして送ってみる。 

 

イ．「キラキラ色のヒミツ」 
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①開催期間 

平成１８年２月１１日（土）１０：３０～１２：３０（１回目）１６名 

             １４：００～１６：００（２回目）１７名 

平成１８年２月２５日（土）１０：３０～１２：３０（３回目）２１名 

             １４：００～１６：００（４回目）１９名 

②参加者数 ７３名（定員各回１５名） 

③担当した研究員数 ３人 

④事業内容 

  ６～１０歳の子どもと同伴の大人を対象 

    絵の中でキラキラ光る色について，何を使用しているのか，どういう手法で描かれたのかを考えてみる。

 

５．スクール・ギャラリートーク  ３７回 

①開催期間 ５月～８月，１１月～２月の火・水・金曜日 ９：３０～ 

②参加者数 １，２２１名 

③担当した研究員数 ２人 

④事業内容 

   小・中・高等学校の団体を対象 

平成１７年度より新たに，常設展示でのスクール・ギャラリートークを開始した。子どもたちの思考を刺激

し，観察力を育て，自ら考えて言葉を紡ぐことを促す，対話式のトークプログラムである。子どもたち一人一

人の思いや考えを大切にするために，少人数のグループに分かれて自由に対話する。各グループをリードする

美術館のエデュケーターとボランティアスタッフは，子どもたちの自主性を尊重し，“作品をじっくり観る”

手助けを行う。 

 

６．教員研修会  ２回 

 ア．夏期教員研修 

①開催期間 

 平成１７年７月２５日（月） １０：００～１６：００ 

②参加者数 １４名 

③担当した研究員数 ２人 

④事業内容 

学校の教員対象 

  武蔵野市市立小中学校教育研究会図工・美術部会との連携により，学校で美術館を利用する際に知っておく

と便利なこと，また当館の設立経緯，コレクション，建物など，広範にわたる美術館紹介を主とする研修を行

った。 

 

イ．東京都図画工作研究会／東京国立近代美術館／国立西洋美術館合同教員研修会 

①開催期間 

平成１７年８月２９日（月） ９：４５～１７：００ 

②参加者数 １６名 

③担当した研究員数 ５人 

④事業内容 

    学校の教員対象 
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    東京都図画工作研究会，国立西洋美術館，東京国立近代美術館との３組織合同の研修企画である。今回は鑑

賞の基礎に立ち返り「見る」ことをテーマに研修を行った。 

 
７．東京都立飛鳥高等学校課外授業へ協力 

①研修期間 平成１７年５月２０日（金），２８日（土），６月１８日（土），２４日（金），７月１日（金）

②開催場所 国立西洋美術館 

③参加者数 ７名 

④担当した研究員数 ３人 

⑤事業内容   

東京都立飛鳥高等学校の学外での教育施設における学修の単位認定を伴う課外授業に対し，国立西洋美術

館，東京国立近代美術館，東京国立博物館の３館が協力して講座等を実施した。当館は，全３０時間のうち１

０時間を担当し，７名の参加者に対し当館のコレクションを使って絵画，彫刻，建築についての授業を行った。 
 
８．団体訪問者（学校・団体）への解説 ４６回 

①実施期間  随時 

②実施場所  講堂，常設展示室，その他 

③利用者数  ４６校 ９０８人 

④担当した研究員数  ３人 

⑤事業内容 

要請のあった教育関係団体，あるいはグループに個別に対応し，コレクション，美術館や学芸員の仕事など

の解説を行った。 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

児童生徒・教員を対象とした活動は，下記の項目を実施した。 

1)スクール・ギャラリートークと美術館訪問への対応 

2)学校の教員を対象とする観賞プログラムおよび研修 

3)特別展ごとのジュニアパスポート 

4)ファミリー・プログラム 

5)Fun with Collection(所蔵作品を中心としたプログラム) 

6)東京都立飛鳥高校課外授業への協力 

7)上野の山ミュージアム・クラブへの協力 

 

1)長年の懸案であった常設展を使った通年のスクール・ギャラリートークを，平成１７年度から開始した。例年同

様，夏期に集中する学校の利用に加え，それ以外の時期にも対応できるようになったことで，以前より多くの学校団

体を受け入れることができた。また，利用期間が拡大したことで年間に複数回利用する学校も出てくるなどの効果も

あった。 

2)企画展ごとの「先生のための観賞プログラム」は，継続して実施をしてきたことによってプログラムが周知され，

確実にその利用者が増加してきている。また，夏期には，東京都図画工作研究会（以下「都図研」）と武蔵野市市立

小中学校教育研究会図工・美術部会のそれぞれと教員研修を行った。都図研との研修は，平成１７年度から東京国立

近代美術館（以下「東近美」）も加わり３組織合同の企画となり，今回は鑑賞の基礎に立ち返り「見る」ことをテー

マに当館で１日の研修を行った。 

3)「ドレスデン展」「キアロスクーロ展」「ロダンとカリエール展」の３展覧会のジュニアパスポートを制作した。
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平成１７年度は，前期インターンシップ・プログラムの課題として，ジュニアパスポートの改善調査を実施した。そ

の結果，「キアロスクーロ展」以降はこれまでの問題点を改善してより効果のあるジュニアパスポートを提供するこ

とができた。 

4)常設展示室で使用する作品観賞用教材「びじゅつーる」（５種類）の貸出と，作品観賞と創作をセットにした「ど

ようびじゅつ」が交互に実施された。「どようびじゅつ」は，夏期に「暑中お見舞い申し上げます」，冬期に「キラ

キラ色のひみつ」が実施され，毎回定員を上回る応募があり，リピーターも多く大変好評であった。 

5)Fun with Collectionは「いろいろメガネPart 1－あなたの見かた教えてください」と題して，美術作品の見か

た，楽しみ方をテーマに数々のプログラムを実施した。全ての人を対象に行ったエッセイ募集には，スクール・ギャ

ラリートークに参加した小学生からの応募が多数あった。また，本プログラムに関連して夏期と冬期に複数のワーク

ショップを実施した。 

6)近年，学外の教育施設における学修を推進する動きがあり，都立飛鳥高校より当館を含む３館（東京国立近代美

術館，東京国立博物館）に，依頼があり試験的に課外授業を実施した。当館は，全３０時間のうち１０時間を担当し，

７名の参加者に対し当館のコレクションを使って絵画，彫刻，建築についての授業を行った。 

7) 昨年度より始まった，国立科学博物館主催の「上野の山ミュージアム・クラブ」（中学生対象）に平成１７年

度も協力した。昨年度は，Fun with Collectionの既存プログラムに数名の参加者を受け入れるという限定した協力

であったが，平成１７年度は油彩の絵の具に関するワークショップを独立して企画し２３名の参加者を受け入れた。

【見直し又は改善を要する点】 

ギャラリートークを複数回利用する学校に対し，より効果的なトークを提供するためには，トークの内容にヴァリ

エーションを持たせること，また利用者の希望を満たすよう学校とより緊密な連携を取る必要が出てきていると考え

る。また，学校の教員を対象とする，都図研，東近美，当館の合同研修は，試行から今後は鑑賞教育の研究プログラ

ムに位置づけ，美術館と学校の双方にとって意義のある研究的要素をより重視する方向で内容の見直しを検討した

い。 



 

 

                                                                               (国立西洋美術館) 58

（２）－２  講演会等の事業 

中期計画 

(3) 美術作品に関し，その理解を深めるような講演会，講座，スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する

等，生涯学習の推進に寄与する事業を行う。 
それらの事業について，中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。 
また，その参加者に対しアンケートを行い，回答数の８０％以上から，その事業が有意義であったと回答され

るよう内容について検討し，さらに充実を図る。 

 

○実  績 

１． 企画展における講演会 １４回（年度計画記載回数：１２回） 

参加者総数 １，３２３名（平成１２年度実績 ７７０名） 

ア．「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール」 ５回  

（※本展の講演会は，この他に昨年度にも２回実施している） 

①開催期間 ５日間 

平成１７年４月２日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数１５０名 

「アトリビュートから読み解く，ラ・トゥール作《聖トマス》」 

講 師：木村三郎（日本大学教授）  

平成１７年４月２３日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数１４０名 

「私とラ・トゥール『夜の画家』研究ノート」 

講 師：田中英道（東北大学教授）  

平成１７年４月３０日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数１４０名 

「ラ・トゥールとロレーヌ公国の美術」 

講 師：大野芳材（青山学院女子短期大学教授）  

平成１７年５月７日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数１１１名 

「見えないものを描く －１７世紀フランス思想とジョルジュ・ド・ラ・トゥールの作品世界」 

講 師：塩川徹也（東京大学教授）  

平成１７年５月２１日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数１５５名 

「ラ・トゥールの光と闇 －ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展解題」 

講 師：高橋明也（国立西洋美術館主任研究官）  

②開催場所 企画展示館講堂 

③参加者数 ６９６名 

④担当した研究員数 ９人 

⑤事業内容 

   企画展覧会の展示作品を中心に，その展覧会を理解する上で欠かすことのできない，重要な歴史・文化・知

識についての講演会を開催した。 

⑥アンケート結果（回答数８８件） 

・大変わかりやすかった 25.0％（22件）・わかりやすかった 50.0％（44件）・まあまあだった 16.0％（14件）

・ややわかりにくかった 4.5％（4件）・わかりにくかった 0％（0件）・無回答 4.5％（4件） 

 

イ．「ドレスデン国立美術館展 世界の鏡」 ４回 

①開催期間 ４日間 

平成１７年７月３日（日） １４：００～１５：３０ 参加者数 ６３名 
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「ピルニッツ城保管の日本製輸出漆器」 

講 師：加藤寛（東京国立文化財研究所 修復技術部長） 

平成１７年７月２４日（日）１４：００～１５：３０ 参加者数 １２４名 

「ヨーロッパにとってのトルコ－歴史的文脈から－」 

講 師：新井政美（東京外国語大学 教授） 

平成１７年８月１４日（日）１４：００～１５：３０ 参加者数 ７５名 

「ヨーロッパ近世科学機器と日本・中国への伝播」 

講 師：中村士（国立天文台 助教授） 

平成１７年９月１１日（日）１４：００～１５：３０ 参加者数 １２０名 

「ドレスデン－世界の鏡：展覧会のコンセプト」 

講 師：佐藤直樹（国立西洋美術館主任研究官） 

②開催場所 企画展示館講堂 

③参加者数 ３８２名 

④担当した研究員数 ７人 

⑤事業内容  同上 

⑥アンケート結果（回答数７３件） 

・大変わかりやすかった 42.5％（31件）・わかりやすかった 43.8％（32件）・まあまあだった 11.0％（8件）

・ややわかりにくかった 0％（0件）・わかりにくかった 0％（0件）・無回答 2.7％（2件） 

 

ウ．「キアロスクーロ -ルネサンスとバロックの多色木版画」 ４回  

①開催期間 ４日間 

平成１７年１０月１５日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数 ３０名 

「ドイツのキアロスクーロ木版画」 

講 師：保井亜弓（金沢美術工芸大学助教授） 

平成１７年１０月２９日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数 ３３名 

「オランダのキアロスクーロ木版画－ホルツィウスを中心に」 

講 師：幸福輝（国立西洋美術館学芸課長） 

平成１７年１１月１２日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数 ６５名 

「キアロスクーロ木版画の技法を推理する」 

講 師：柄澤齊（版画家） 

平成１７年１１月２６日（土）１４：００～１５：３０ 参加者数 ３４名 

「イタリアのキアロスクーロ木版画」 

講 師：渡辺晋輔（国立西洋美術館研究員） 

②開催場所 企画展示館講堂 

③参加者数 １６２人 

④担当した研究員数 ７人 

⑤事業内容  同上 

⑥アンケート結果（回答数２４件） 

・大変わかりやすかった 29.2％（7件）・わかりやすかった 54.2％（13件）・まあまあだった 16.6％（4件）

・ややわかりにくかった 0％（0件）・わかりにくかった 0％（0件）・無回答 0％（0件） 

 

エ．「ロダンとカリエール」 １回  



 

 

                                                                               (国立西洋美術館) 60

（※本展の講演会は，この他に来年度にも２回実施予定である。） 

①開催期間 １日間 

平成１７年３月７日（火）１３：００～１５：３０ 

「ロダンと『偉大なる芸術家のアトリエ』」 

講師：アントワネット・ル・ノルマン・ロマン（パリ，ロダン美術館主任学芸員） 

「19世紀フランスにおけるロダンとカリエール」 

講師：エマニュエル・エラン（パリ，オルセー美術館学芸員） 

②開催場所 企画展示館講堂 

③参加者数 ８３名 

④担当した研究員数 ６人 

⑤事業内容  同上 

 

２．スライドトーク等 １７回（年度計画記載回数：１４回） 

参加者総数 １，３２４名（平成１２年度実績７００名） 

ア．「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール －光と闇の世界」スライドトーク ５回 

①開催期間 平成１６年４月１日（金）（７９名），４月１５日（金）（８６名），４月２９日（金）（８１名），

５月１３日（金）（１５４名），５月２０日（金）（１３２名） （５日間） 

②開催場所 企画展示館講堂 

③参加者数 ５３２名 

④担当した研究員数 ４人 

⑤事業内容  展覧会の見どころや主な作品について，夜間開館を行っている金曜日に講堂でスライドトークを

行った。 

⑥アンケート結果（回答数８４件） 

・大変わかりやすかった 21.4％（18件）・わかりやすかった 45.2％（38件）・まあまあだった 25.0％（21件）

・ややわかりにくかった 2.4％（2件）・わかりにくかった 0％（0件）・無回答 6.0％（5件） 

 

イ．「ドレスデン国立美術館展 世界の鏡」スライドトーク ６回 

①開催期間 平成１７年７月８日（金）（７１名），７月２２日（金）（９４名），８月５日（金）（１６８名），

８月１９日（金）（５６名），９月２日（金）（８５名），９月１６日（金）（１５５名） 

（６日間） 

②開催場所 企画展会場内 

③参加者数 ６２９名 

④担当した研究員数 ４人 

⑤事業内容  同上 

⑥アンケート結果（回答数３９件） 

・大変わかりやすかった 28.2％（11件）・わかりやすかった 46.2％（18件）・まあまあだった 23.1％（9件）

・ややわかりにくかった 0％（0件）・わかりにくかった 2.5％（1件）・無回答 0％（0件） 

 

ウ．「キアロスクーロ -ルネサンスとバロックの多色木版画」ギャラリートーク ５回 

①開催期間 平成１７年１０月１４日（金）（２０名），１０月２８日（金）（２０名）， 

１１月１１日（金）（２６名），１１月２５日（金）（３０名），１２月２日（金）(２４名） 

（５日間） 

②開催場所 企画展会場内 

③参加者数 １２０名 

④担当した研究員数 ４人 

⑤事業内容  展覧会の見所，主な作品について，夜間開館を行っている金曜日にギャラリーで解説を行った。
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⑥アンケート結果（回答数２１件） 

・大変わかりやすかった 42.9％（9件）・わかりやすかった 33.3％（7件）・まあまあだった 14.3％（3件）

・ややわかりにくかった 0％（0件）・わかりにくかった 0％（0件）・無回答 9.5％（2件） 

 

エ．「ロダンとカリエール」スライドトーク １回 

（※本展のスライドトークは，この他に来年度にも４回実施予定である。） 

①開催期間 平成１８年３月２４日（金）（１日間） 

        解説者：近藤真彫（駒澤大学非常勤講師）  

②開催場所 企画展示館講堂 

③参加者数 ４３名 

④担当した研究員数 ５人 

⑤事業内容  展覧会の見どころや主な作品について，夜間開館を行っている金曜日に講堂でスライドトークを

行った。 

 

３．展覧会に関連する音楽プログラム １回（年度計画記載回数：１回） 

ア．「ドレスデン国立美術館展－世界の鏡」レクチャー・コンサート １回 

①開催期間 平成１７年９月９日（金）１８：００～１９：３０ （１日） 

「オスマン・トルコへの恐怖と憧憬 －帝国拡張がもたらした音楽文化の多様性」 

企画・トーク：瀧井敬子（東京芸術大学演奏芸術センター助手） 

特別ゲスト：斉藤完（トルコ音楽研究家）  

演奏：東京芸術大学有志 ベリーダンス＝サズ FUJI，他 

②開催場所 企画展示館展覧会会場入口ロビー（地下２階） 

③参加者数 １００名（平成１２年度実績人数は，上記「２．スライドトーク等７００人名に含まれる） 

④担当した研究員数 ４人 

⑤事業内容  現在では美術と音楽という異なるジャンルとして観賞されている二つの芸術を，再度関連づける

ことによって美術の楽しみ方に広がりを持たせることを目的としたコンサート 

 

４．「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール」に関する音楽会 ３回（年度計画記載回数：３回） 

ア．ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展開催記念コンサート 

①開催期間 平成１７年５月１２日（木）（１００名），１４日（土）（１００名），１５日（日）（１００名）

（３日） 

「ラ・トゥールの聴いた響きをもとめて」 

出演：フランスの古楽アンサンブル“ル・ポエム・アルモニーク” 

②開催場所 企画展示館展覧会会場入口ロビー（地下２階） 

③参加者数 ３００名（各回定員１００名） 

④担当した研究員数 ５人 

⑤事業内容  ラ・トゥールの絵にも描かれているヴィエル（手回し琴）などの古楽器を交えながら，各地の伝

承古謡を中心としたプログラムによって、ラ・トゥールの時代の空気を再現 

 

５．イヤホンガイドの実施（共催展において３回実施） 

  利用者総数 ７２，０８９名 

ア．「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」 

①実施期間 平成１７年３月８日（火）～５月２９日（日）（７３日間） 

      （※うち，平成１７年度５２日間） 

②実施場所 企画展示館展示会場 

③利用者数 ２４，１９５名（一般２３，４５２名，学生７４３名） 

（※３月８日からの利用者総数３１，９８８名（一般３０，９０３名，学生１，０８５名） 
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④担当した研究員数 １人 

⑥アンケート結果（回答数８４件） 

・大変わかりやすかった 57.1％（48件）・わかりやすかった 31.0％（26件）・まあまあだった 10.7％（9件）

・ややわかりにくかった 1.2％（1件）・わかりにくかった 0％（0件）・無回答 0％（0件） 

 

イ．「ドレスデン国立美術館展 世界の鏡」 

①実施期間 平成１７年６月２８日（火）～９月１９日（月）（７４日間） 

②実施場所 企画展示館展示会場 

③利用者数 ４５，３４９名（一般４２，４１６名，学生２，９３３名） 

④担当した研究員数  １人 

⑤事業内容  同上 

 ⑥アンケート結果（回答数８２件） 

・大変わかりやすかった 53.7％（44件）・わかりやすかった 25.6％（21件）・まあまあだった 18.3％（15件）

・ややわかりにくかった 0％（0件）・わかりにくかった 0％（0件）・無回答 2.4％（2件） 

 

ウ．「ロダンとカリエール」 

①実施期間 平成１８年３月７日（火）～６月４日（日）（７９日間） 

      （※うち，平成１７年度２２日間） 

②実施場所 企画展示館展示会場 

③利用者数 ２，５４５名 

④担当した研究員数 １人 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

企画展ごとに複数の講演会，スライドトークあるいはギャラリートークを実施した。「ジョルジュ・ド・ラ・

トゥール展」では，通常より多くの講演会を行い，また既存のレクチャー・コンサートとは別にイベントとして

フランスより古楽器のアンサンブルを招聘して特別コンサートを開催した。「ドレスデン国立美術館展」では，

東京芸術大学音楽学部演奏芸術センターとの協力によるレクチャー・コンサート「オスマン・トルコへの恐怖と憧

憬 －帝国拡張がもたらした音楽文化の多様性」を開催した。トルコ軍隊楽器の解説やトルコ音楽の西洋音楽への

影響，そしてベリーダンスなどの実演を伴う質の高いプログラムであった。音楽を通じて展覧会や作品を理解す

るために企画されたコンサートはいずれも好評を博した。 

【見直し又は改善を要する点】 

講演会の切り口やテーマのヴァリエーション，対象（初心者から専門家まで）のヴァリエーションも考慮した

企画を，昨年度に引き続き検討していく必要があると考える。 

 また，展覧会に関連したプログラム全体についても，恒常的なプログラムとして予算化するものと，その展覧

会の単発のイベントとして外部資金で運営するものに分けて整理・検討する必要がある。 
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（３）－１  研修の取組 

中期計画 

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした研修プログラムについて検討，実施する。 

(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員（キューレーター）の資質を向上し，専門性を高めるための研修を実

施し，人材養成を推進する。 

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企画に対する援助・助言を推進する。 

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研修会への協力・支援を行うとともに，情報交換，人的ネットワークの

形成に努める。 

 

○実  績 

１．他の機関が実施する研修への協力を実施 

 ア．国立科学博物館上野の山ミュージアム・クラブ見学会へ協力 

①研修期間 平成１７年７月１８日（月）（１日間） 

②開催場所 国立西洋美術館 

③参加者数 ２３名 

④担当した研究員数 ２人 

⑤事業内容  国立科学博物館が上野の文化施設等と連携して行う教育普及事業へ協力し，美術館見学会，美術

館体験活動への支援を行った。 

 

イ．玉川大学芸術学部 博物館施設の見学実習へ協力 

①研修期間 平成１７年７月２９日（金）（１日間） 

②開催場所 国立西洋美術館 

③参加者数 １７名 

④担当した研究員数 １人 

⑤事業内容  玉川大学が博物館実習の授業の一環として行った博物館施設の見学実習に協力し，説明・解説，

現場での教育普及活動体験などの支援を行った。 

 

ウ．平成１７年度文化財行政講座へ協力 

①研修期間 平成１７年１１月９日（水）（１日間） 

②開催場所 国立西洋美術館（施設見学） 

③参加者数 ３２名 

④担当した研究員数 １人 

⑤事業内容  文化庁が都道府県及び市（区）町村教育委員会等の文化財行政担当者職員の資質の向上を図るた

め主催する講座に協力し，美術館施設設備の見学等への支援を行った。 

 

エ．東京都図画工作研究会研究協議会へ協力 

①研修期間 平成１８年２月１４日（火）（１日間） 

②開催場所 国立西洋美術館 本館第３展示室 

③参加者数 ２３名 

④担当した研究員数 １人 

⑤事業内容  東京都図画工作研究会が実施する研究協議会の講習企画検討へ協力・支援を行った。 

 



 

 

                                                                               (国立西洋美術館) 64

オ．日本経営クラブ 講演会及びミニコンサートへ協力 

①研修期間 平成１８年３月１０日（金）（１日間） 

②開催場所 企画展示館講堂 

③参加者数 １１０名 

④担当した研究員数 １人 

⑤事業内容  日本経営クラブが各企業ビジネスマンの異業種交流会を目的として開催した「ロダンとカリエー

ル」展の講演と演奏会に協力し，講演・説明・解説等（講師：主任研究官 大屋美那）の支援を行

った。 

 

カ．平成１７年度第２回東京都博物館協議会見学研修会へ協力 

①研修期間 平成１８年３月２８日（火）（１日間） 

②開催場所 国立西洋美術館 企画展示室，常設展示室 

③参加者数 ３１名 

④担当した研究員数 １人 

⑤事業内容  東京都博物館協議会が実施する見学研修会へ協力し，講演及び美術館施設設備の見学・説明等の

支援を行った。（講師：主任研究官 大屋美那） 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

平成１７年度においても，他の機関が実施する研修等事業への協力に積極的に取り組んでおり，講演，施設見学・

説明等の多様な支援を行った。当館では他にも教育普及のプログラムとして，先生（小・中・高等学校教員）のため

の観賞プログラム，東京都図画工作研究会との連携による教員対象の鑑賞授業研修会及び，武蔵野市市立小中学校教

育研究会図工・美術部会との連携による教員研修会を例年企画・開催しており，プログラムの参加者からは有意義で

あるとの好評を得ている（詳細は「教育普及」児童生徒を対象とした事業欄へ）。 

また，その他にも平成１７年度は独立行政法人教員研修センターが行う教員研修に協力し，研修受講者の美術館見

学に対し観覧料金の減免を行うなどの支援を実施したほか，愛知万博記念UNESCO国際ワークショップ「文化の多様性

を支える新技術 デジタル技術と文化財」に後援として参加し，本分野での交流を促進する研修事業に対し支援を行

った。 

【見直し又は改善を要する点】 

今後も引き続き研修会への協力・支援を行い，情報交換，人的ネットワークの形成を推進し，美術館・博物館関係

者等を対象とした研修プログラムの検討と実施に努めたい。 
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（３）－２  大学等との連携 

○実  績 

１．東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教育･研究における連携・協力 

①研修期間 平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日 

②開催場所 国立西洋美術館 

③担当した研究員数 ２人 

④事業内容  人文社会系研究科文化資源学研究専攻の一層の充実と，当該研究課の学生の資質の向上を図

り，相互の教育・研究の交流を促進し，もって学術の発展に寄与することを目的として連携・協

力を実施した。 

 

２．インターンシップ制度の実施 

①研修期間 平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日（原則年度中に３ヶ月以上，６ヶ月以内の期間） 

②開催場所 国立西洋美術館 

③参加者数 ５人（平成１２年度実績無し）※平成１４年度からの新規事業 

④担当した研究員数 ４人 

⑤事業内容  西洋美術に関心を持つ人材の専門的知識と技術の向上を図り，当館の活動をより広く理解して

もらうこと，並びに教育機能の充実を図ることを目的として美術館における実務研修を実施した。

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

平成１７年度のインターンシップ・プログラムは，５名を受入れ研修を実施した。西洋美術史の分野では所蔵作品

の美術史的研究，カタログ編纂のための資料収集，展覧会の準備業務補助等の研修を行い，多くの要素を実地に見聞

し，積極的に実践した。情報資料の分野では洋雑誌の遡及入力，エフェメラ・コレクション（特殊資料）の整理，研

究資料センターにおけるカウンター業務の研修を行った。教育普及の分野ではジュニアパスポートの改善調査を課題

としたことによって，印刷物の改善に大きく貢献した。調査結果を反映して制作された「キアロスクーロ展」のジュ

ニアパスポートでは，パスポートの形状や内容の改善のみならず，パスポートに関連して会場に版画のハンズ・オン

の体験コーナーを設置することによって展覧会の理解を深めることに成功した。今回実施した各研修は，西洋美術や

美術館に関心を持つ人材の育成に貢献したものと考える。 

【見直し又は改善を要する点】 

今後も美術館活動を担う人材の育成や美術館活動全体の活性化に寄与していくため，大学等との連携及び本部や他

館との経験の共有に努め，教育・研究交流の充実を図っていく必要がある。 

 



 

 

                                                                               (国立西洋美術館) 66

（３）－３  ボランティアの活用状況 

中期計画 

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し，ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供

するサービスの充実を図る。 

 

○実  績 

１．登録人数    １９人 

２．活動内容 

①ファミリー・プログラム「びじゅつーる」貸出担当 １２回 （参加者数７５５名） 

②ファミリー・プログラム「どようびじゅつ」の実施 

「暑中お見舞い申し上げます」 ８回（参加者数１３１名） 

「キラキラ色のヒミツ」 ４回（参加者数７３名） 

③スクール・ギャラリートーク ３７回（参加者数１，２２１名） 

（①，②，③の詳細は「教育普及」児童生徒を対象とした事業欄へ） 

  ④教育普及プログラムの補助担当 

⑤ボランティア研修全８回 

・当館研究員による講義 

 ・外部講師による講義 

  平成１７年１０月２９日（土）講師：学芸大学付属小金井中学校 水野谷 憲郎 

 ・他施設の見学 

  平成１７年４月７日（木） 桜井美術鋳造 

 ・活動内容についてのディスカッション 

３．今後の取り組み 

現在行っている活動の充実を図る。これまでは教育普及スタッフが「どようびじゅつ」の企画を行っていたが，

来年度からはボランティアスタッフが主体となって企画から携わる。また，スクール・ギャラリートークについ

ても，各担当が行っているトークの評価を行い，問題点を共有して，よりよいトークの提供を目指したい。 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

初年度となった昨年度の研修を終えたボランティアスタッフが，平成１７年度は本格的にスクール・ギャラリート

ーク，ファミリー・プログラムを開始した。スクール・ギャラリートークは，予約者すべてに対応し，さらに生涯学

習センター等の成人団体からの依頼に対しても積極的に対応し，数多くギャラリートークを行った。また，ファミリ

ー・プログラムの「どようびじゅつ」に関しては，企画立案に対する興味と意欲を見せるスタッフが多く，来年度の

夏期の「どようびじゅつ」を共同で企画することとなった。「びじゅつーる」では，ボランティアスタッフが窓口と

なることで，定期的な貸出を可能とし，利用者の拡大につながった。 
その他，Fun with Collectionのプログラム，年始開館時のギャラリートーク，当館研究員のほか外部講師による

講義及び他施設の見学等の研修についても積極的に行い，ボランティア等と連携協力した活動が実施されたと考え

る。 
【見直し又は改善を要する点】 

各ボランティアスタッフにかかる仕事量に，多少の偏りが出てきている点について，現時点ではまだ問題となって

はいないが，今後の展開を考慮し検討をする必要がある。また，将来にわたって美術館がすべてを管理するのではな

く，ボランティアスタッフのボランタリーな活動を支える自主的な組織作りへの提案を行っていくほか，館のボラン

ティアの独自性と，国立各館との共通性について更に検討を続ける必要があると考える。 
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（４）渉外活動 

中期計画 

(6)-2 企業との連携等，国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。 

 

○実  績 

１．展覧会を開催するにあたり，新聞社，企業，メセナ財団より協力及び支援を得て，企画・運営，渉外，利用者サ

ービス等の充実を図った。 

①日本航空株式会社より，「キアロスクーロ - ルネサンスとバロックの多色木版画」を開催するにあたり，作

品輸送及びクーリエ・展覧会関係者国際線航空券の割引協力を得た。 

②(財)東芝国際交流財団並びに(財)ＵＦＪ信託文化財団より，「キアロスクーロ － ルネサンスとバロックの多

色木版画」を開催するにあたり，運営費の助成を得た。これにより作品リスト等の広報印刷物を作成し，入館

者へ無料配布した。 

③(財)西洋美術振興財団より，講演会等教育普及事業に関する助成を得た。 

④凸版印刷（株）並びに上野ロータリークラブ会員有志より，ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展開催記念コンサ

ート「ラ･トゥールの聴いた響きをもとめて」を開催するにあたり助成等の支援を得た。 

⑤（株）ジャルパック並びに（株）ドキュメンタリージャパンより，助成金を得た。 

⑥（株）メディ・イシュより，観葉植物の寄贈を受け，館内環境の整備に活用した。 

⑦「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール 光と闇の世界」展において，コーデックスイメージズインターナショナル ，

クインランド，京都市立芸術大学と連携し，マルチメデイア機器・機材及びＤＶＤ・映像ソフト等の提供を受

け，マルチメディアによる情報コーナーの設置を実施した。 

⑧「《ローマの景観》：ピラネージのまなざし」展において，株式会社日立製作所の支援により，プラズマディス

プレイ及びタッチモニタを設置し，ピラネージに関する情報提供を行った。 

 

２．企業等との連携を進め，美術館・展覧会情報等の掲載及び割引入場券発券等の幅広い広報活動を図った。 

①上野地区内の企業・店舗で組織する「上野のれん会」に加入し，ポスター掲示，チラシ・割引券等の配布，

広報誌「うえの」（発行：上野のれん会）への展覧会情報掲載など，上野のれん会加盟店を通じた幅広い

広報活動を実施した。 

②上野 松坂屋が発行する「Weekly Matsuzakaya」に展覧会情報を掲載した。 

③「Weeklyぴあ」（発行：ぴあ（株））に展覧会情報を掲載した。 

④東京地下鉄株式会社，小田急電鉄株式会社，東武鉄道株式会社，東京急行電鉄株式会社と連携し，東京地下鉄

株式会社が発売する「東京地下鉄１日乗車券」を利用された方への特典として，国立西洋美術館常設展料金の

割引（一般420円→340円）を実施した。また本事業に関連し，東京メトロ各駅と美術館においてチラシの配布

とポスターの掲出を行い，相互協力による広報活動を推進した。 

⑤携帯電話待受画像サービスサイト（（株）イーピクチャーズ）と連携し，所蔵作品の携帯電話待受画像を配

信した。 

⑥テクノシステム（株）が全国の幼・小・中・高校，及び文化施設へ向けて配信するメールマガジン「校外学習

通信」へ美術館及び展覧会情報等を掲載した。 

⑦東京の美術館・博物館等４６館で実施する共通入館券（東京・ミュージアムぐるっとパス）実行委員会に参加

し，常設展共通入場券を発行した。 

⑧東京都が実施する外国人旅行者向け観光事業「ウェルカムカード」並びに青少年育成事業「家族ふれあいの日」

へ参加し，常設展料金の割引等を実施した。 

⑨平成１８年１月２日（月）に，ＮＰＯ法人美術ファンクラブ（サポート：三井住友海上（株），コスモ石油（株））

並びに東京国立博物館と連携し，美術館・博物館へ行きやすい環境作りを目的とした企画「美術館・博物館へ
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行こう A Day in the Museum」を実施し，常設展を無料観覧日とした。 

⑩平成１７年８月９日（火）に，東京文化会館が行った「夏休み子ども音楽会」に協力し，音楽会参加者が

国立西洋美術館常設展示を観覧する場合の入場料金を無料とした。 

⑪国土交通省が実施するキャンペーン事業「YOKOSO！ JAPAN WEEKS 2006」へ協力し，平成１８年１月３

１日～２月２０日の期間について，パスポートを提示した外国在住者の方の常設展料金の割引を実施した。

  ⑫「ドレスデン国立美術館展」において，日本経済新聞社特別鑑賞会を実施（平成１７年８月２９日（月）及び

９月７日（水）） 

 

３．地域との連携を進め，他の機関・団体等と共同・連携し，幅広い広報活動を行った。 

①東京都「上野地区観光まちづくり推進会議」へ参加し，観光の視点に立った特色ある魅力的なまちづくりの実

現に向けた地域の調査・検討会議において共同・連携を行った。 

②台東区「上野の山文化ゾーン連絡協議会」，「art-Link上野－谷中2005」へ参加し，地域との連携を推進

した。 

③東京都が実施した「東京ユビキタス計画 上野まちナビ実験」に参加し，ICタグ設置及び携帯端末による美

術館での展覧会情報，料金，誘導案内等の情報提供を行った。 

④平成１７年５月１８日（水）に，イコムが世界規模で行う「国際博物館の日」と連動して，国立西洋美術

館，東京国立博物館，国立科学博物館，東京藝術大学大学美術館，東京都美術館，東京都恩賜上野動物園，

上野の森美術館，台東区，上野のれん会が協力し，上野地区での記念事業を行った。国立西洋美術館にお

いては常設展を無料観覧日としたほか，ポストカードの無料配布，国立西洋美術館，東京国立博物館，国

立科学博物館３館による記念事業「西美・科博・東博たんけんツアー」を実施した。 

 

○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

平成１７年度も，引き続き企業や地域の他機関・団体との連携による活動に力を入れ，幅広く創意工夫したこ

とにより，多方面に渡る連携先との相互支援関係が得られた。 

企業等との連携では，新たにＮＰＯ法人美術ファンクラブ（サポート：三井住友海上（株），コスモ石油（株））

及び東京国立博物館と連携し，美術館・博物館へ行きやすい環境作りを目的とした企画「美術館・博物館へ行こ

う A Day in the Museum」を実施した。年始の開館日である平成１８年１月２日（月）を無料観覧日としたほか，

ギャラリートーク及びポストカード・携帯用壁紙・カレンダープレゼントの特別企画を行った。これらの試みに

よって１月２日の入館者数実績が以前に比べて増（昨年度比６倍強）となり，当初に目指した「美術館・博物館へ

行きやすい環境作り」という目的に対して着実な成果を得られたと考える。 

また，その他に平成１７年１０,１１月に東京都が行った「東京ユビキタス計画 上野まちナビ実験」に協力し，

ICタグの設置及び携帯端末による美術館での展覧会情報，料金，誘導案内等の情報提供を行った。この「ユビキ

タス」の技術や情報提供の手法は，美術館での活用を検討するうえでも参考となるものであり，今後はこの経験

を美術館事業の充実につなげたい。 

【見直し又は改善を要する点】 

今後も美術館側から外部に向けた積極的な提案や対応について検討を続け，さらに渉外活動を推し進め，企業や，

地域の他機関・団体と一体となった連携活動により，美術館の運営並びに観光や地域の振興にも寄与することが可

能となるような方策の実現に努めたい。また，この分野での専門の担当者の配置についても検討すべき課題であると

考える。 
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５．その他の入館者サービス 

中期計画 

(1)-1 高齢者，身体障害者等の利用にも配慮した快適な観覧環境を提供するため，各館の方針に従って展示方法，表

示，動線，施設設備の工夫，整備に努める。 

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため，観覧環境の整備プログラム等を策定し，計画的な整備を行う。 

(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査及び専門家からの批評聴取等を定期的に実施し，調査結果を展示等に反映

させるとともに，必要なサービスの向上に努める。 

(1)-4 展示解説の内容を充実させるとともに，見やすさにも配慮する。また，音声ガイドやハイビジョン等を活用し

た情報提供を積極的に推進し，入館者に対するサービスの向上を図る。 

(2) 入館者のニーズを把握，分析し，夜間開館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の入場料の低廉化など，入館者

へのサービスを心がけた柔軟な美術館展示活動等を行い，気軽に利用でき，親しまれる美術館となるよう努力す

る。 

(3) ミュージアムショップやレストラン等の施設を充実させるなど，入館者にとって快適な空間となるよう館内環境

を工夫する。 
 

○実  績 

１．高齢者・身体障害者のための施設整備等 (1)-1 

    ①障害者トイレ      ５個所（本館１階１個所，企画展示館地下１階１箇所，企画展示館地下２階３個所）

   ②障害者エレベータ        ４基（新館１基，企画展示館３基） 

   ③段差解消（スロープ）    ２個所（正門，本館１９世紀ホール） 

  ④風除扉の自動扉化    ７箇所（本館２箇所，新館４箇所，企画展示館１箇所） 

   ⑤貸出用車椅子      １０台（１階インフォメーション） 

⑥貸出用杖        １０本（１階インフォメーション） 

⑦盲導犬・身体障害者補助犬を伴う利用可能 

⑧国立西洋美術館ホームページに視覚障害者向けの音声案内機能を整備 

※平成１７年度，本館の身体障害者トイレを，ストーマ装具装置者（人工肛門装置者対応・オスメイト）への

対応及び乳幼児の授乳やおむつ替えにも対応できる多目的トイレへ改修した。 

２．観覧環境の充実 (1)-2，(1)-4 

①共催展において音声ガイドの実施 

「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」 

「ドレスデン国立美術館展 － 世界の鏡」 

「ロダンとカリエール」 

総貸出件数 ７２，０８９件 

②展示解説ビデオ等を上映 

「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」（企画展示館展示ロビー） 

「ドレスデン国立美術館展 － 世界の鏡」（企画展示館展示ロビー） 

「ロダンとカリエール」（企画展示館展示ロビー） 

③情報コーナーの設置 

「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」（PC端末設置，DVDによるデジタル検索，映像の上映）

「《ローマの景観》：ピラネージのまなざし」（プラズマディスプレイ及びタッチモニタを設置） 

④ジュニアパスポート，作品リスト及び，ワークシートを作成し，無料配布 

ア．ジュニアパスポート（日本語版）及び作品リスト（日本語版，英語版）作成 

「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」 

「ドレスデン国立美術館展 － 世界の鏡」 

「キアロスクーロ － ルネサンスとバロックの多色木版画」 

「ロダンとカリエール」 

イ．作品リスト（日本語版，作品名等の外国語併記あり）作成 

「マックス･クリンガー版画展」作品リスト 日本語版（作品名等の英語表記あり） 
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「《ローマの景観》：ピラネージのまなざし」作品リスト 日本語版（作品名等の英語表記あり） 

「芸術家とアトリエ」展作品リスト 日本語版（作品名等の仏語表記あり） 

ウ．ワークシート等の無料配布 

  いろいろメガネPart1冬のプログラム「クリスマス･キャロル」 

レクチャー・コンサート「オスマン・トルコへの恐怖と憧憬 －帝国拡張がもたらした音楽文化の多様性」

⑤国立西洋美術館ブリーフガイド（日本語版，英語版，韓国語版，中国語版），小中学生向け常設展解説『びじ

ゅつあー 国立西洋美術館はじめてガイド』，展覧会案内チラシ，美術館情報等の広報印刷物を無料配布 

⑥作品解説パネル，会場内サインの整備を実施。また，常設展を１月３１日（火）から一部リニューアルしたこ

とに合わせて，国立西洋美術館参考順路図を改訂し会場内で無料配布 

３．夜間開館等の実施状況 (1)-3 

①夜間開館実施状況 

    ア．開催日数 ４８日 

    イ．入館者数 ２５，６１６人（総入館者数８２４，３３６人，夜間開館入場率３．１％） 

ウ．実施日  毎週金曜日を２０時まで開館 

②小中学生の入場料の低廉化 

 ア．昨年度に引き続き，常設展及び自主企画展は年間を通じて観覧料金無料とした。 

  「常設展」 

  「キアロスクーロ － ルネサンスとバロックの多色木版画」（自主企画展） 

イ．共催展についての実施を積極的に共催者に働きかけ，共催者の協力を得て観覧料金を無料とした。 

「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」 

「ドレスデン国立美術館展 － 世界の鏡」 

「ロダンとカリエール」 

③ ②以外の入場料金の取り組み 

ア．独立行政法人化前には同一の料金区分であった学生料金を，大学生料金と高校生料金の二つに分け，高校

生料金の低廉化を図っている。 

・学生130円（団体70円）→ 大学生130円（団体70円），高校生70円（団体40円） 

 イ．自主企画展「キアロスクーロ － ルネサンスとバロックの多色木版画」においては入場料に割引料金を設

定して割引券及び前売券を発行し，料金の低廉化を図った。 

    ・割引券  一般850円→800円，大学生450円→400円，高校生250円→200円 

    ・前売券  一般850円→700円，大学生450円→350円，高校生250円→150円 

前売券発売場所：国立西洋美術館売札，東日本旅客鉄道 

 ウ．東京の美術館・博物館等４６館で実施する共通入館券（東京・ミュージアムぐるっとパス）実行委員会に

参加し，常設展共通入場券及び企画展入場割引券を発行した。 

・ぐるっとパス2005  2,000円（参加施設４６館に，最初の利用日から２ヶ月の間に各館１展示１回

の入場が可能） 

エ．東京都が実施する外国人旅行者向け観光事業「ウェルカムカード」へ参加し，常設展の割引入場引換券を

掲載した。 

   ・ウェルカムカード 一般420円→340円 

オ．東京都が実施する青少年育成事業「家族ふれあいの日」へ参加し，常設展観覧料の優待を行った。 

・毎月第３土曜日，日曜日の「家族ふれあいの日」及び「都民の日」に，優待券使用で高校生以上の観

覧料を２名まで無料 

カ．常設展については毎月第２・第４土曜日，国際博物館の日及び文化の日を無料観覧日としている。 

（開催日数２５日，入館者数１７，７１４人） 

④その他の入館者サービス 

 利用者の「満足」を生み出すため，サービスの質の向上に努めている。 

 ア．館内の売札所において，自主企画展・共催展前売券を販売 

イ．自主企画展「キアロスクーロ － ルネサンスとバロックの多色木版画」において，前売券を東日本旅客鉄
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道でも販売 

ウ．展覧会の混雑時は，臨時の券売窓口の増設や，開館時間の延長，または開館時間を早めるなどして柔軟に

対応 

エ．無料観覧券については，有効期限付きの券を発行し混雑の緩和に努めている。 

オ．春の企画展開催日から秋の企画展閉会日までの間の開館時間について，午後５時の閉館時間を，５時３０

分まで延長 

カ．５月の連休中の振替休館日及び，８月のお盆休の期間中の休館日を臨時に開館 

キ．年始の休館日数を短縮し，１月２日から開館 

ク．ロダンの彫刻のある前庭及び，本館１階のレストラン，ミュージアムショップ，デジタルギャラリー，資

料コーナーがあるスペースを入館料無料のフリーゾーンとして開放している。 

４．アンケート調査(1)-3 

①調査期間  

（抽出アンケート調査） 

平成１７年 ４月２８日（木）～ ５月 １日（日）（４日間）（ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展） 

平成１７年 ８月１８日（木）～ ８月２１日（日）（４日間）（ドレスデン展） 

平成１７年１１月２４日（木）～１１月２７日（日）（４日間）（キアロスクーロ木版画展） 

平成１８年 ２月１６日（木）～ ２月１９日（日）（４日間）（常設展） 

（任意アンケート調査） 

平成１７年 ３月 ８日（火）～ ５月２９日（日）（７３日間）（ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展） 

平成１７年 ６月２８日（火）～ ９月１９日（月）（７４日間）（ドレスデン展） 

平成１７年１０月 ８日（土）～１２月１１日（日）（５６日間）（キアロスクーロ木版画展） 

②調査方法  各展覧会のアンケートを実施する際に，美術館利用後の満足度調査も併せて行っている。また，

お客様の意見を幅広く受入れるべく，展覧会開催期間中に会場の出口付近へアンケート用紙（日本

語・英語）及びアンケート台を設置し，任意によるアンケート調査を実施している。 

③アンケート回収数 ４，２１０件 

    ④アンケート結果 

・大変良かった21.69％（913件）・良かった33.59％（1,414件）・まあまあだった17.74％（747件） 

・あまり良くなかった0.62％（26件）・良くなかった3.25％(137件)・無回答23.11％（973件） 

５．一般入館者等の要望の反映 (2) 

 ①平成１７年度，本館の身体障害者トイレを多目的トイレに改修し，バリアフリーの推進を図った。 

 ②入館者への救命手当を的確に行うことを目的に，上野消防署指導員による応急手当等の講習を実施した。 

  ③昨年度に引き続き，好評であった開館時間の延長を実施し，春の企画展開催日から秋の企画展閉会日までの間

の開館時間について，午後５時の閉館時間を５時３０分まで延長。また，５月の連休中の休館日である５月２

日（月）及び８月のお盆休の期間中の休館日である８月１５日（月）を開館した。 

④年始は１月２日（月）から開館し，ＮＰＯ法人美術ファンクラブ（サポート：三井住友海上（株），コスモ石

油（株））並びに東京国立博物館と連携し，美術館・博物館へ訪れやすい環境作りを目的とした企画「美術館・

博物館へ行こう A Day in the Museum」を実施した。 

⑤ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展開催記念コンサート「ラ・トゥールの聴いた響きをもとめて」を開催した。

日程：５月１２日（木），１４日（土），１５日（日） 

会場： 国立西洋美術館 企画展示ロビー  

展覧会特別公開： １８：００～１９：００（１８：００受付）  

公演時間 ： １９：１５～２０：１５（１８：４５開場）  

出演：フランスの古楽アンサンブル“ル・ポエム・アルモニーク” 

料  金 ：全席指定 ３，８００円（展覧会特別公開を含む）  

定  員 ：各回とも定員１００席  

チケット ：国立西洋美術館インフォメーションにて販売 

  ⑥「ドレスデン国立美術館展 －世界の鏡」開催記念ドキュメンタリー映画「オランダの光」上映会及びトーク
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イベントを開催した。 

日時：平成１７年８月１６日（火），１８日（木），２０日（土），２３日（火）１４：３０～ 

トーク（２３日）：青柳正規（国立西洋美術館長），小林頼子（目白大学教授・オランダ美術史）  

  ⑦東京のオペラの森２００６ NOMORIイベントウィーク ミュージアム・コンサートを開催した。 

 ・「ヴェルディ～ブラスの響き」 

日時：３月１５日（水），２４日（金） １１時，１３時開演 

会場：国立西洋美術館 前庭 

主催：東京のオペラの森実行委員会／国立西洋美術館 

出演：ローレル・ブラス・クインテット（金管五重奏） 

プログラム：ヴェルディ作品より歌劇《ナブッコ》より「行け我が思いよ，金色の翼に乗せて」ほか 

・「世紀末フランスに生きた芸術家たち」 

日時：３月３１日（金）１８時開演（１７時３０分開場） 

会場：国立西洋美術館 講堂 

主催：東京のオペラの森実行委員会／国立西洋美術館 

出演：奈良ゆみ（ソプラノ） 早川りさこ（ハープ）   

プログラム：「ロダンとカリエールの時代～フランスの歌曲を集めて」フォーレ，サティの歌曲ほか 

  ⑧クリスマスイベント「ミュージアム・クリスマス in 国立西洋美術館」を開催した。 

日程：平成１７年１１月２９日（火）～平成１８年１月９日（月） 

場所：国立西洋美術館前庭 

内容： ル・コルビュジエが設計した国立西洋美術館の前庭をイルミネーションで飾る「ガーデン･イル

ミネーション」，所蔵作品の「携帯電話用壁紙」データのプレゼント，次回開催展覧会に関連した

「オリジナルポストカード」のプレゼントを行い，国立西洋美術館を訪れた芸術ファンへのサービ

スと併せて，次回展覧会のＰＲ及び美術館へのリピーター確保の工夫に努めた。また，イベント期

間中は，臨時に前庭の開放時間を21：00まで延長したほか，クリスマス前の土・日曜日（12月10，

11，17，18日）にはレストランの営業時間も延長し，21：00までの営業とした。 

６．レストラン・ミュージアムショップの充実 (3) 

 ア．レストラン  

  ①企画展覧会に関連した料理をメニューに取り入れている。（ラ・トゥール展では，フランス，ブルゴーニュ産

のワイン） 

  ②ケーキの品揃えの充実と質的向上に力を入れており，毎年３月に新商品を発表し，商品の入替えを行っている。

③平成１８年２月に魚料理と肉料理の内容を一部改め，質の向上に努めた。 

④お客様の要望に応え，季節に応じたメニューの取り扱いを実施している。（季節ごとのおすすめパスタ，ラン

チメニューの魚など） 

⑤セットメニューを増やすなどして，利用しやすい料金設定に努めている。 

⑥お客様の要望に合わせたラストオーダー時間の延長をするなどして，サービスの向上に努めている。 

⑦レストランの完全禁煙化を実施している。 

 イ．ミュージアムショップ 

  ①お客様の要望に応え，国立西洋美術館所蔵作品オリジナルグッズの新商品を開発し販売を行った。平成１７年

度の新商品は，ロダン「考える人」の「ボトルストッパー」，ロダン「地獄の門」の「カードスタンド」，モ

ネ「睡蓮」及びゴッホ「ばら」をイメージした「ビーズ・キット」である。「ビーズ・キット」は新聞等でも

紹介される大好評の商品となった。また，所蔵作品のオリジナル複製画（モネ「睡蓮」，ゴッホ「ばら」，セ

ザンヌ「ジャ・ド・ブッファンの眺め」，ルノワール「帽子の女」）の受注販売も引き続き行っている。 

  ②お客様から要望の多かった作品の絵はがきを作成し，種類の入れ替えを行った。 

  ③書籍の充実を図り，子どもから大人や専門家まで対応が可能な幅広い品揃えになるよう努めている。 

  ④遠方のお客様にはカタログ等の通信販売にも対応するなどして，サービスの向上に努めている。 

  ⑤お客様が比較・選択しやすいように，売場のショーケースの内容を季節ごとに変えるなど，ディスプレイ方法

の見直しに努めている。 
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○自己点検評価 

【良かった点，特色ある取組み】 

 平成１７年度においても入館者へアンケート調査を行い，満足度及びシニア層への調査も併せて実施した。また，

そのアンケート結果の分析によるお客様からの要望への対応を重視し，「施設の整備」，「鑑賞環境の充実」，「開

館時間延長・連休期間の臨時開館による観覧者の利便性向上」，「美術館への親近感の醸成に結びつく各種イベント

開催」の４つの事業の充実に取り組んだ。 

施設の整備では，本館の身体障害者トイレを，車椅子の方以外にも，妊婦の方，ご高齢の方，小さなお子様連れの

方など，どなたでもご利用いただける多目的トイレに改修し，バリアフリーの推進を図った。 

鑑賞環境の充実では，来館者の方が有意義な時間を過ごせることを第一の目的とし，受付・案内の職員，看手及び

美術館の職員，レストラン，ミュージアムショップ，すべてのスタッフが連携を保ち，来館者の方へ好感を持って頂

けるよう努めるとともに，入館者への救命手当を的確に行うことを目的に，上野消防署指導員による応急手当等の講

習を実施した。また，常設展を１月３１日（火）から一部リニューアルしたことに合わせ，従来の参考順路図を作品

の画像等を多用したものに改訂し，会場内での無料配布を開始した。 

開館時間延長・連休期間の臨時開館による観覧者の利便性向上においては，好評であった開館時間の延長を昨年度

に引き続いて実施し，春の企画展開催日から秋の企画展閉会日までの間の開館時間について，３０分延長することと

したほか，５月の連休中の休館日である５月２日（月），８月のお盆休の期間中の休館日である８月１５日（月）及

び年始の１月２日（月）を開館して，開館時間を量的に増やすことに努めており，観覧者が利用しやすい環境の整備

を図っている。 

美術館への親近感の醸成に結びつく各種イベントの開催では，ラ・トゥール展開催記念コンサート「ラ・トゥール

の聴いた響きをもとめて」，ドレスデン国立美術館展開催記念「映画「オランダの光」上映会及びトークイベント」，

「東京のオペラの森２００６ ミュージアム・コンサート」，｢ミュージアム・クリスマス in 国立西洋美術館」を

前庭や講堂において実施した。また，年始の１月２日（月）に，ＮＰＯ法人美術ファンクラブ並びに東京国立博物館

と連携し，美術館・博物館へ訪れやすい環境作りを目的として実施したイベント「美術館・博物館へ行こう A Day in 

the Museum」では，当日を無料観覧日としたほか，ギャラリートーク及びポストカード・携帯用壁紙・カレンダープ

レゼントの特別企画を行ったことにより大勢のお客様に訪れていただくことができ，１月２日の入館者数実績が昨年

度比６倍強の実績となった。 

（１月２日開館日の入館者数：平成１６年 ４３９人，平成１７年 ４４７人，平成１８年 ２，９２５人） 

【見直し又は改善を要する点】 

 施設内で来場者に万一の事態や事故が生じた時のことを想定し，救急救命法の講習を定期的に実施しているところ

であるが，さらに救命手当を的確に行える体制を整備するため，今後は公共の施設での導入が進められているＡＥＤ

(自動体外式除細動器)装置について，当館でも早期に設置を進めていく必要がある。 

今後も国民の文化に対する関心はさらに増大していくと考えられる。入館者へのサービス充実に向け，展示方法や

美術館の建築・デザイン整備に関する全般的な検討を継続し，より魅力に富んだ企画運営に努めていく必要があると

考える。 

 


